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�．平成１６年度各がん検診事業実績



１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数）は対

象者数１６７，９００人のうち、受診者数はＸ線検査２８，９６３人、平成１２年度より導入した内視鏡検査は

１７，６６６人で合計４６，６２９人で、受診率は２７．８％であった。前年度より対象者数４，０４１人、受診者数は

１，４１７人減少したが、受診率は前年度並みであった。年々と内視鏡検査の実施割合が増加している。

全国平均受診率が約１３％台に比べ、鳥取県は非常に良い成績であるが、鳥取県の目標値は３５％として

おり、今後も受診勧奨に努めていきたい。

検査の結果、胃がんまたは胃がん疑いであった者は１６３人発見され（Ｘ線検査５８人、内視鏡検査１０５

人）、がん発見率は０．３５％で前年度より２５人、０．０４ポイント減少した。

平成１２年度から導入した内視鏡検査も５年間経過し、新規受診者の割合が減少し、発見癌数の伸び

率が鈍化傾向となるが、Ｘ線検査でのがん発見率は０．２０％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は

０．５９％で約３倍も高い。

確定調査の結果、確定癌は１３７例、発見癌率は０．２９４％であった。

（１） Ｘ線検査は２０市町村で実施され、受診者数は２８，９６３人で、受診率は１７．３％で年々減少傾向であ

る。一次検診の要精検者は３，１０４人、要精検率は１０．７％。このうち、精密検査を受診したのは

２，３７２人、精検受診率は７６．４％で、前年度より３３０人、２．３ポイント減少した。車検診においては、

各地区の要精検率に格差はなくなったが、施設検診においては東部１４．７％、中部３０．１％、西部

１２．４％で中部が非常に高い。また、一次検診機関別の要精検率を比較すると、依然として病院が

１９．９％と高い結果であった。

精検結果は、胃がんまたは胃がん疑いであった者は５８人、胃がん発見率は０．２０％であった。

（２） 内視鏡検査は、１５市町村で実施され、受診者数は１７，６６６人で、検査結果は胃がんまたは胃がん

疑いであった者は１０５人が発見され、発見率は０．５９％であった。

２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
平成１６年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃がんは１３８

例（一次検査がＸ線検査：車検診３０例（職域検診１例含む）、施設検診２１例、一次検査内視鏡検査：８７

例）であった。

（１） 早期癌は９０例、進行癌は４８例であった。早期癌率は６５．２％で、東部６７．２％、中部７５．０％、西部

６１．８％であった。前年度に比べ少し低くなったのは、内視鏡検診は、初回受診者が多いので、進

行癌が多く見つかっているためである。ここ何年間はこの傾向が続くと思われる。

（２） 切除例は１２５例で、そのうち内視鏡切除は１９例であった。これは全国に比べ、やや低率であった。

手術拒否２例、手術不能が９例で今年は少し多かった。

（３） 性・年齢別では、男性８７例、女性５１例であった。男女とも７０～７９歳から癌が多く見つかってお

り、全体の半数を占めている。４０歳代でがんが３例見つかっているが、内視鏡検査で発見されて

いる。

（４） 早期癌では「�ｃ」が６３．３％で大半を占めている。平坦型の�ｂが６例あり、内視鏡検査の特

徴が出ている。進行癌では「２」、「３」で６２．５％を占め、「５」も２５．０％と多かった。

（５） 切除例の深達度では「ｔ１」が９０例で、そのうちｍが５２例であった。報告が不明なところがあ

り、ｍがもっと多いのではと思われる。

３



（６） 切除例の大きさは２�以内が３１．４％であった。車検診では２８．６％、施設検診では１８．８％、内視

鏡検査では３５．１％であった。内視鏡切除の症例で大きさの未記入が多かった。

（７） 前年度受診歴を有する進行癌は、車検診で６例、施設検診で４例、内視鏡検査で１０例であった。

前年度の検診結果を調査した結果、内視鏡検査を受けたものが東部２例、西部５例もあり、再検

査だったが未実施、精検不要、判定不能等の結果となっている。

（８） 平成１５年度検診の前年度受診歴を有する進行癌についても報告があった。車検診で３例、施設

検診で４例、内視鏡検査で５例であった。前年度に内視鏡検査を行って異常なしだったものが３

例あった。写真が悪くて、見えていないのか、病変をとらえていないのではとの疑問が残る。

内視鏡検査の精度を検討していかなければならないと思われる。

各地区において、症例検討会等で再度検討して頂くこととなった。

４
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（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診

対 象 者 数（人） １７４，０２１ １７２，８２５ １６７，３３６

受 診 者 数（人） ３９，７８３ ３６，７０６ ３，６５１ ４０，３５７ ３３，９０４ ９，７３２ ４３，６３６

受 診 率（％） ２２．９ ２１．２ ２．１ ２３．４ ２０．３ ５．８ ２６．１

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） ３３，３１９ ３１，５５６ ２９，６１８

要 精 検 者 数（人） ６，４６４ ５，１５０ ４，２８６

要 精 検 率（％） １６．２ １４．０ １２．６

精密検査
精 検 受 診 者 数（人） ４，８９４ ３，７６６ ３，２１２

精 検 受 診 率（％） ７５．７ ７３．１ ７４．９

精密検査
結 果

胃がんの者又は胃がん
の疑いのある者 （人）

９０ ６４ ２３ ８７ ７５ ７３ １４８

胃 が ん 発 見 率（％） ０．２３ ０．１７ ０．６３ ０．２２ ０．２２ ０．７５ ０．３４

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） ８２ ７９ １０９

確 定 が ん 率（％） ０．２１ ０．２０ ０．２５

区 分
平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診

対 象 者 数（人） １６９，７５４ １７１，９４１ １６７，９００

受 診 者 数（人）３２，７３８１３，２９５ ４６，０３３ ３１，５８７１６，４５９ ４８，０４６ ２８，９６３１７，６６６ ４６，６２９

受 診 率（％） １９．３ ７．８ ２７．１ １８．４ ９．６ ２７．９ １７．３ １０．５ ２７．８

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人）２９，１７５ ２８，１５３ ２５，８５９

要 精 検 者 数（人） ３，５６３ ３，４３４ ３，１０４

要 精 検 率（％） １０．９ １０．９ １０．７

精密検査
精 検 受 診 者 数（人） ２，６０４ ２，７０２ ２，３７２

精 検 受 診 率（％） ７３．１ ７８．７ ７６．４

精密検査
結 果

胃がんの者又は胃がん
の疑いのある者 （人）

５１ １１０ １６１ ７４ １１４ １８８ ５８ １０５ １６３

胃 が ん 発 見 率（％） ０．１６ ０．８３ ０．３５ ０．２３ ０．６９ ０．３９ ０．２０ ０．５９ ０．３５

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） １４２ １５８ １３７

確 定 が ん 率（％） ０．３１ ０．３３ ０．２９

５



（２） 平成１６年度胃がんＸ線検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対 象 者 数（人） 一 次 検 診

受診者数（人）
受 診 率
（％）

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 ３，９０７ ６，４０８ ３６０ ７６５ ９．２ １１．９ ４２ ５６ ３１８ ７０９ １１．７ ７．３

４５～４９歳 ４，９１９ ７，２７８ ４７９ １，０３８ ９．７ １４．３ ５８ ７９ ４２１ ９５９ １２．１ ７．６

５０～５４歳 ６，６４８ ９，８０３ ６８６ １，５９４ １０．３ １６．３ ８１ １２０ ６０５ １，４７４ １１．８ ７．５

５５～５９歳 ７，１７８ １０，３３４ ９６１ ２，２２０ １３．４ ２１．５ １１９ １８０ ８４２ ２，０４０ １２．４ ８．１

６０～６４歳 ９，１１０ １２，５７７ １，４７５ ２，８６４ １６．２ ２２．８ ２０７ ２６１ １，２６８ ２，６０３ １４．０ ９．１

６５～６９歳 １０，１５５ １３，９０５ １，９３６ ３，２９５ １９．１ ２３．７ ２３４ ３３４ １，７０２ ２，９６１ １２．１ １０．１

７０～７４歳 １０，０１３ １４，０５４ ２，０９３ ３，３３６ ２０．９ ２３．７ ２７２ ３１０ １，８２１ ３，０２６ １３．０ ９．３

７５～７９歳 ７，４２５ １２，０８７ １，５３１ ２，３１１ ２０．６ １９．１ ２３４ ２３５ １，２９７ ２，０７６ １５．３ １０．２

８０歳以上 ６，５１３ １５，５８６ ８９５ １，１２４ １３．７ ７．２ １３７ １４５ ７５８ ９７９ １５．３ １２．９

計 ６５，８６８ １０２，０３２ １０，４１６ １８，５４７ １５．８ １８．２ １，３８４ １，７２０ ９，０３２ １６，８２７ １３．３ ９．３

合 計 １６７，９００ ２８，９６３ １７．３ ３，１０４ ２５，８５９ １０．７

２）Ｘ線検診精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査
受診者数（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 ２６ ４６ ６１．９ ８２．１ １２ １５ １４ ３１ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９歳 ３３ ６０ ５６．９ ７５．９ ９ ２７ ２３ ３２ ０ ０ １ １ ０．２０９ ０．０９６

５０～５４歳 ４６ ９２ ５６．８ ７６．７ ９ ３１ ３５ ６１ １ ０ １ ０ ０．２９２ ０．０００

５５～５９歳 ７９ １３８ ６６．４ ７６．７ ２１ ４８ ５２ ８９ ２ ０ ４ １ ０．６２４ ０．０４５

６０～６４歳 １４２ ２２７ ６８．６ ８７．０ ４１ ６７ ９８ １５８ ０ ０ ３ ２ ０．２０３ ０．０７０

６５～６９歳 １８０ ２７１ ７６．９ ８１．１ ３５ ９２ １４２ １７６ １ ０ ２ ３ ０．１５５ ０．０９１

７０～７４歳 １９１ ２５４ ７０．２ ８１．９ ６３ ７８ １２３ １７１ ０ ０ ５ ５ ０．２３９ ０．１５０

７５～７９歳 １８４ １８６ ７８．６ ７９．１ ４７ ５１ １２８ １３１ ０ ０ ９ ４ ０．５８８ ０．１７３

８０歳以上 １１１ １０６ ８１．０ ７３．１ ２９ ２９ ７６ ７０ ２ １ ４ ６ ０．６７０ ０．６２３

計 ９９２ １，３８０ ７１．７ ８０．２ ２６６ ４３８ ６９１ ９１９ ６ １ ２９ ２２ ０．３３６ ０．１２４

合 計 ２，３７２ ７６．４ ７０４ １，６１０ ７ ５１ ０．２００

３）検査機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ６，６７６ １１，７３９ ７４０ ８９９ ５，９３６ １０，８４０ １１．１ ７．７

中国労働衛生協会 ２３９ ２５８ ２９ １８ ２１０ ２４０ １２．１ ７．０

病 院 １，０４８ ２，０２４ ２７５ ３３５ ７７３ １，６８９ ２６．２ １６．６

診 療 所 ２，４５３ ４，５２６ ３４０ ４６８ ２，１１３ ４，０５８ １３．９ １０．３

計 １０，４１６ １８，５４７ １，３８４ １，７２０ ９，０３２ １６，８２７ １３．３ ９．３

合 計 ２８，９６３ ３，１０４ ２５，８５９ １０．７

６



精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳 

胃がん疑い 
0.3％ 

胃がん　2.2％ 

異常認めず 
29.7％ 

その他の疾患 
67.9％ 

非上皮性悪性腫瘍 
0.1％ 

その他の胃良性疾患 
50.3％ 

胃潰瘍 
（瘢痕を含む） 

14.6％ 

胃腺腫（異型上皮） 
2.5％ 

胃ポリープ 
26.9％ 

胃・十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む）　1.3％ 

十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

4.4％ 

ｂ．精密検査結果

一次検診
機 関

精 密 検 査
受診者数（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ５８３ ７５９ ７８．８ ８４．４ １６０ ２５３ ３９８ ４９５ ５ ０ ２０ １１ ０．３７４ ０．０９４

中国労働衛生協会 ２２ １６ ７５．９ ８８．９ ８ ７ １４ ９ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

集団検診小計 ６０５ ７７５ ７８．７ ８４．５ １６８ ２６０ ４１２ ５０４ ５ ０ ２０ １１ ０．３６２ ０．０９２
病 院 １５７ ２４５ ５７．１ ７３．１ ５０ ８４ １０７ １５８ ０ ０ ０ ３ ０．０００ ０．１４８

診 療 所 ２３０ ３６０ ６７．６ ７６．９ ４８ ９４ １７２ ２５７ １ １ ９ ８ ０．４０８ ０．１９９

医療機関検診小計 ３８７ ６０５ ６２．９ ７５．３ ９８ １７８ ２７９ ４１５ １ １ ９ １１ ０．２８６ ０．１８３
計 ９９２ １，３８０ ７１．７ ８０．２ ２６６ ４３８ ６９１ ９１９ ６ １ ２９ ２２ ０．３３６ ０．１２４

合 計 ２，３７２ ７６．４ ７０４ １，６１０ ７ ５１ ０．２００

検査機関別要精検率（％）

一次検診機関 １２年 度 １３年 度 １４年 度 １５年 度 １６年 度

保 健 事 業 団 １１．８ １０．１ ８．７ ８．８ ８．９

中国労働衛生協会 １０．３ １１．６ ５．９ ８．８ ９．５

集 団 検 診 小 計 １１．７ １０．２ ８．６ ８．８ ８．９
病 院 ２２．３ ２３．０ １９．２ ２２．４ １９．９

診 療 所 １５．２ １２．１ １２．９ １３．５ １１．６

医療機関検診小計 １７．４ １６．８ １４．９ １４．８ １４．１
合 計 １４．０ １２．６ １０．９ １０．９ １０．７

７
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（３） 平成１６年度胃がん内視鏡検診結果

１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数
（人）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 １４３ ３５７ ６１ １９４ ８１ １６３ ０ ０ １ ０ ０．６９９ ０．０００

４５～４９歳 １６６ ３４７ ８７ １７０ ７９ １７７ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５０～５４歳 ３０３ ５６９ １３４ ２８３ １６６ ２８５ ０ ０ ３ １ ０．９９０ ０．１７６

５５～５９歳 ４８８ １，０７２ ２０６ ５２２ ２８０ ５４９ １ ０ １ １ ０．４１０ ０．０９３

６０～６４歳 ８６７ １，５７０ ３８１ ８１２ ４８０ ７５０ １ ０ ５ ８ ０．６９２ ０．５１０

６５～６９歳 １，２９６ １，９８０ ５６５ １，０２１ ７２１ ９５５ １ ０ ９ ４ ０．７７２ ０．２０２

７０～７４歳 １，５１５ ２，１６８ ６６８ １，０７２ ８２９ １，０８７ ０ ２ １８ ７ １．１８８ ０．４１５

７５～７９歳 １，２２３ １，６５７ ５６８ ８１５ ６３９ ８３７ ６ １ １０ ４ １．３０８ ０．３０２

８０歳以上 ７４７ １，１９８ ３２５ ５７９ ４１０ ６１０ ３ ５ ９ ４ １．６０６ ０．７５１

計 ６，７４８ １０，９１８ ２，９９５ ５，４６８ ３，６８５ ５，４１３ １２ ８ ５６ ２９ １．００８ ０．３３９

合 計 １７，６６６ ８，４６３ ９，０９８ ２０ ８５ ０．５９４

２）検診機関別

検診機関

一次検診
受診者数
（人）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

病 院 ２，０９５ ２，８１７ ７８２ １，２２１ １，２９８ １，５９０ ４ ２ １１ ４ ０．７１６ ０．２１３

診 療 所 ４，６５３ ８，１０１ ２，２１３ ４，２４７ ２，３８７ ３，８２３ ８ ６ ４５ ２５ １．１３９ ０．３８３

計 ６，７４８ １０，９１８ ２，９９５ ５，４６８ ３，６８５ ５，４１３ １２ ８ ５６ ２９ １．００８ ０．３３９

合 計 １７，６６６ ８，４６３ ９，０９８ ２０ ８５ ０．５９４

９



検査結果（内視鏡）（％） その他の疾病の内訳（％） 

胃がん疑い 
0.1％ 

胃がん 
0.5％ 

異常認めず 
47.9％ 

その他の疾患 
51.5％ 

非上皮性悪性腫瘍 
0.1％ 

その他の胃良性疾患 
33.8％ 胃潰瘍 

（瘢痕を含む） 
13.4％ 

胃腺腫（異型上皮） 
1.6％ 

胃ポリープ 
24.9％ 

胃・十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む）　20.2％ 

十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

6.2％ 

３）平成１６年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名

検 査 結 果 別 人 員
がん発見率

（％）

Ｇ＝（Ｄ＋Ｅ）／Ａ

受 診 者 数

（人）

Ａ

異常認めず

Ｂ

そ の 他 の

疾 病

Ｃ

が ん 疑 い

Ｄ

が ん

Ｅ

異常者総計

Ｆ＝Ｃ＋Ｄ＋Ｅ

鳥 取 市 ６，７７８ ２，４０５ ４，３２７ ８ ３８ ４，３７３ ０．６７９

米 子 市 ７，０２７ ３，７２７ ３，２６２ ７ ３１ ３，３００ ０．５４１

倉 吉 市 ５００ ２３４ ２６５ ０ １ ２６６ ０．２００

境 港 市 １，５５２ ９５７ ５８５ ２ ８ ５９５ ０．６４４

岩 美 町 ２４９ １１５ １３４ ０ ０ １３４ ０．０００

八 頭 町 ６３ １３ ５０ ０ ０ ５０ ０．０００

若 桜 町 ―

智 頭 町 １４７ ７０ ７４ ２ １ ７７ ２．０４１

湯 梨 浜 町 ２１１ ４３ １６８ ０ ０ １６８ ０．０００

三 朝 町 ―

北 条 町 １８０ １５９ ２１ ０ ０ ２１ ０．０００

大 栄 町 ―

琴 浦 町 ２３ ７ １６ ０ ０ １６ ０．０００

南 部 町 ５４４ ４１０ １３２ １ １ １３４ ０．３６８

伯 耆 町 １３６ １３１ ４ ０ １ ５ ０．７３５

日 吉 津 村 ―

大 山 町 ―

日 南 町 ３６ ２９ ７ ０ ０ ７ ０．０００

日 野 町 ９５ ７３ ２１ ０ １ ２２ １．０５３

江 府 町 １２５ ９０ ３２ ０ ３ ３５ ２．４００

合 計 １７，６６６ ８，４６３ ９，０９８ ２０ ８５ ９，２０３ ０．５９４

東 部 ７，２３７ ２，６０３ ４，５８５ １０ ３９ ４，６３４ ０．６７７

中 部 ９１４ ４４３ ４７０ ０ １ ４７１ ０．１０９

西 部 ９，５１５ ５，４１７ ４，０４３ １０ ４５ ４，０９８ ０．５７８

１０



（４） 平成１６年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名 対象者数

（人）

Ａ

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果及内視鏡検査結果別人員

Ｘ 線

受診者

Ｂ

内視鏡

受診者

Ｃ

計

Ｄ＝Ｂ＋Ｃ

受診率

（％）

Ｅ＝Ｄ／Ａ

異 常

認めず

Ｆ

その他

の疾病

Ｇ

が ん

疑 い

Ｈ

が ん

Ｉ

異常者

総 計

Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ

がん発見率

（％）

Ｋ＝（Ｈ＋Ｉ）／Ｄ

鳥 取 市 ５２，４０３ ８，２９８ ６，７７８ １５，０７６ ２８．８ ２，５７５ ４，８２３ ８ ４８ ４，８７９ ０．３７１

米 子 市 ４６，１２６ ４，６８７ ７，０２７ １１，７１４ ２５．４ ３，８２７ ３，５８７ １０ ４２ ３，６３９ ０．４４４

倉 吉 市 １４，１２５ １，７５３ ５００ ２，２５３ １６．０ ２９６ ３８１ ０ ６ ３８７ ０．２６６

境 港 市 １１，９０５ ７５６ １，５５２ ２，３０８ １９．４ ９８７ ６１２ ２ １１ ６２５ ０．５６３

岩 美 町 ２，７０５ ８１７ ２４９ １，０６６ ３９．４ １２８ １７４ ０ ２ １７６ ０．１８８

八 頭 町 ５，８１２ １，９２９ ６３ １，９９２ ３４．３ ４１ １６１ ０ ３ １６４ ０．１５１

若 桜 町 ８８２ ４４２ ０ ４４２ ５０．１ ８ ２５ ０ ２ ２７ ０．４５２

智 頭 町 ２，８２９ ８９９ １４７ １，０４６ ３７．０ ９５ １０５ ２ ３ １１０ ０．４７８

湯梨浜町 ３，１７９ １，１２２ ２１１ １，３３３ ４１．９ ７５ ２３８ １ ２ ２４１ ０．２２５

三 朝 町 １，３５９ ６０１ ０ ６０１ ４４．２ ４ ２９ １ ０ ３０ ０．１６６

北 条 町 １，８６６ ３９０ １８０ ５７０ ３０．５ １６７ ３９ ０ ３ ４２ ０．５２６

大 栄 町 １，８５９ ７６４ ０ ７６４ ４１．１ ２５ ３３ １ ０ ３４ ０．１３１

琴 浦 町 ７，１２０ １，９２２ ２３ １，９４５ ２７．３ ７９ １０３ ０ ２ １０５ ０．１０３

南 部 町 １，７５４ ５８５ ５４４ １，１２９ ６４．４ ４２２ １５５ １ ２ １５８ ０．２６６

伯 耆 町 ３，２８１ １，０４２ １３６ １，１７８ ３５．９ １６３ ３６ ０ ３ ３９ ０．２５５

日吉津村 ４５１ １８４ ０ １８４ ４０．８ ０ ３ ０ ０ ３ ０．０００

大 山 町 ５，３４９ １，３０７ ０ １，３０７ ２４．４ ４４ ７３ １ ３ ７７ ０．３０６

日 南 町 ２，４１２ ７１２ ３６ ７４８ ３１．０ ４７ ４２ ０ ０ ４２ ０．０００

日 野 町 １，３８５ ３６９ ９５ ４６４ ３３．５ ８３ ４５ ０ １ ４６ ０．２１６

江 府 町 １，０９８ ３８４ １２５ ５０９ ４６．４ １０１ ４４ ０ ３ ４７ ０．５８９

合 計 １６７，９００ ２８，９６３ １７，６６６ ４６，６２９ ２７．８ ９，１６７ １０，７０８ ２７ １３６ １０，８７１ ０．３５０

東 部 ６４，６３１ １２，３８５ ７，２３７ １９，６２２ ３０．４ ２，８４７ ５，２８８ １０ ５８ ５，３５６ ０．３４７

中 部 ２９，５０８ ６，５５２ ９１４ ７，４６６ ２５．３ ６４６ ８２３ ３ １３ ８３９ ０．２１４

西 部 ７３，７６１ １０，０２６ ９，５１５ １９，５４１ ２６．５ ５，６７４ ４，５９７ １４ ６５ ４，６７６ ０．４０４

１１



表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計

男 ２ ９ ２１ ４３ １２ ８７

女 １ ４ １３ ２２ １１ ５１

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

� ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １（１．１）

�ａ ２ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ５ １０（１１．１）

�ｃ ５ ２ １４ ６ １ ０ ２ ４ ２３ ５７（６３．３）

�ｃ＋� ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １（１．１）

�ａ＋�ｃ １ ２ ４ ０ ０ ０ １ １ ３ １２（１３．３）

そ の 他 ３ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ９（１０．０）

計 １１ ５ ２３ ８ １ ０ ３ ５ ３４ ９０

（５） 平成１６年度胃がん検診発見胃がん患者確定調査報告

表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 １３ ６ ３９ １０ １ １ ７ １４ ４７ １３８

（発 見 率 ％） ０．１８６ ０．１１１ ０．５３９ ０．１６ ０．３５ ０．１０９ ０．１２３ ０．３２２ ０．４９４

５８（０．２９６） １２（０．１６１） ６８（０．３４８） ０．２９６

早 期 癌 数

早 期 癌 率（％）

１１ ５ ２３ ８ １ ０ ３ ５ ３４ ９０

（６５．２０）３９（６７．２） ９（７５．０） ４２（６１．８）

進 行 癌 ２ １ １６ ２ ０ １ ４ ９ １３ ４８

切 除 例 １２ ６ ３６ １０ １ １ ４ １１ ４４ １２５

内 視 鏡 ３ ２ ６ ２ ０ ０ ０ ０ ６ １９

非 切 除 例 １ ０ ３ ０ ０ ０ ３ ３ ３ １３

職域検診１例含む 手術拒否……２

手術不能……９

そ の 他……１

１２



表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １（２．１）

２ ０ ０ ４ ２ ０ ０ ３ ２ ４ １５（３１．３）

３ １ １ ８ ０ ０ ０ ０ ２ ３ １５（３１．３）

４ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ３（６．３）

５ ０ ０ ３ ０ ０ １ １ ３ ４ １２（２５．０）

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ２（４．２）

計 ２ １ １６ ２ ０ １ ４ ９ １３ ４８

表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部

計
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

t１ １１ ５ ２３ ８ １ ０ ３ ５ ３４ ９０

m ３ ３ １６ ４ １ ０ ２ ０ ２３ ５２

t２ ０ ０ ６ ２ ０ １ １ ４ １０ ２４

t３ ２ １ ７ ０ ０ ０ ２ ３ ２ １７

t４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

計 １３ ６ ３６ １０ １ １ ７ １２ ４６ １３２

不 明 ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ２ １ ６

表６ 切除例の大きさ

� ～１０ １１～２０ 小計（％） ２１～５０ ５１～ 計 不 明

車 検 診 １ ７ ８（２８．６） １２ ８ ２８ ２

施 設 検 診 ０ ３ ３（２０．０） １１ ２ １６ ５

内 視 鏡 検 診 １１ １５ ２６（３４．７） ３４ １４ ７４ １３

計 １２ ２５ ３７（３１．４） ５７ ２４ １１８ ２０

１３



表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ２ ２ ９ 小 弯 ７ １ ２３

Ｍ １２ ２５ ２５ 大 弯 １ ３ １０

Ｌ ７ ３ ２０ 前 壁 ５ ２ １０

全 体 ０ ０ ０ 後 壁 ７ ４ １０

計 ２１ １０ ５４ 全 周 １ ０ １

不 明 １ １ ３ 計 ２１ １０ ５４

不 明 １ １ ３

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ２ ４ ４ 小 弯 ３ ４ ９

Ｍ ５ ３ １７ 大 弯 １ ０ ５

Ｌ １ ０ ７ 前 壁 ０ ０ ４

全 体 ０ １ ２ 後 壁 ２ ２ ８

計 ８ ８ ３０ 全 周 ２ ２ ４

計 ８ ８ ３０不 明 ０ ２ ０

不 明 ０ ２ ０

表８ 前年度受診歴を有する進行胃癌症例

地区 検 診 歳 性 型 深達度 組織型 大きさ
（�） 占拠部位

前年度検診結果

検診方式 一次検診結果

東部

車検診
７１女 ４ t３（se） por２ ９０×８４ ML 全周 車・�線 異常なし

６２男 ３ t３（se） tub１ ４８×４０ Ｍ 小弯 車・�線 異常なし

内視鏡
検 診

７５男 ２ 不明 tub２ 不明 Ｍ 後壁 施設・Ｘ線 異常なし

５０男 ４ t３（se） por２ １７０×８０ UM 小弯 施設・内視鏡 判定不能（残胃、過去に手術）

６５男 ５ t３（se） por２ ４０×２０ Ｌ 小弯 施設・内視鏡 判定不能
（胃潰瘍瘢痕性・胃角部小弯）

７７女 ２ t２（ss） tub１ ５２×５０ Ｌ 小弯 施設・Ｘ線 精検不要（変形胃）

７９男 ２ t３（se） tub２ ３５×３０ Ｍ 大弯 施設・Ｘ線 精検不要（変形胃）

中部 車検診８１女 ２ t２（mp） tub１ ２５×２０ Ｕ 小弯 車・�線 異常なし

西部

車検診

８０女 ２ t３（se） por１ ６０×５０ Ｕ 全周 車・�線 異常なし

７８男 ２ t４（si） por１ ６０×４０ Ｌ 小弯 車・�線 異常なし

７２男 ２ t２ tub２ ８０×８０ ML 大弯 車・�線 異常なし

施 設
検 診

７３男 ５ t２（mp） tub２ ３５×２８ Ｍ 小弯 施設・内視鏡 再検査だったが、未実施

６３女 ５ t２（ss） sig ２５×２０ Ｕ 後壁 施設・Ｘ線 異常なし

７５男 ３ t２（ss） tub２ ４０×３３ Ｕ 小弯 施設・Ｘ線 異常なし

８８男 不明 不明 不明 不明 不明 不明 施設・Ｘ線 異常なし

内視鏡
検 診

８７女 ５ t２（mp） por２ ９５×４７ Ｌ 全周 施設・内視鏡 異常なし

５５男 ５ t３（se） por２ ２５×２０ Ｕ 後壁 施設・Ｘ線 異常なし

６８女 ２ t２（mp） por１ ２２×１６ Ｍ 小弯 施設・内視鏡 精検不要（瘢痕性胃潰瘍）

７６男 ２ t２（mp） tub１ ３５×３４ Ｌ 前壁大弯 施設・内視鏡 慢性胃炎びらん（＋）

６８女 ５ t２（mp） por１ ５７×３８ Ｍ 前壁 施設・内視鏡 ポリープ
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２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成１６年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２２，８６８人で、このうち受診者数は２６，３３３人（「頸部のみ」２５，６７６人、「頚部＋体部」

６５７人）で受診率は２１．４％で、平成１５年度に比べ対象者数２，３２３人、受診者数１，１５０人の減少であった。

要精検者数９７人（車検診：２０人、施設検診：７７人）、要精検率は０．３７％で、このうち、精検受診者

数は７８人、精検受診率は８０．４％で、平成１５年度より２．２ポイント減少した。精検結果は、がん及び異

形成は３５人（がん１０人、異形成２５人）で、がん発見率０．１３％で、前年度に比べ、７人、０．０２ポイント

の減少であった。

市部の受診率が依然と低率であるが、公民館単位で検診に行くということが無くなったことなどが

影響しているのではないかと思われる。

年代別にみると、例年通り３０歳代の受診率は低いが、約６割は新規受診者が占めており、望ましい

傾向に思われる。また、３０～４０歳台の要精検率、がん発見率は依然として高い。

また、要精検者には、がん発見率が高いので精密検査の早期受診勧奨が必要である。

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者２６，３３３人中、体部がん検診対象者数は７４３人で、一次検診会場での受診者は６５７

人、また一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者が３２人、受診者の合計は６８９人で、受

診率は９２．７％であった。

一次検診の結果、要精検となった者は２２人、要精検率３．３５％で、精密検査受診者数１３人、精検受診

率５９．１％で、一番低い結果であった。

精検の結果、子宮内膜増殖症が一次検診会場で１人、医療機関での検査受診者からは２人発見され

た。がん発見率は０．４４％であった。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
平成１６年度は子宮頚部がん１１名で、０期が５例、�ａ期が１例、�ｂ期以上が５例であった。

�ｂ期以上５例の検診歴は、前年受診２例、３年以上の間隔があいたものが１例、初回２例であった。

異形成が２４例で、平成１５年度に比べ１０例も減少している。

また、子宮内膜増殖症は３例であった。

１５



0.0

10.0

20.0

30.0

60.0

40.0

80.0

50.0

70.0

90.0
％ 

受診率・精検受診率 

H.11 H.12 H.13 H.14 H.15

受診率 精検受診率 

82.6 80.481.8 83.6 83.8
75.0

22.0 21.420.5 20.7 21.8 21.8

H.16

0.20

0.10

0.00

0.30

0.40

0.50

0.60
％ 
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0.03
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0.04
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（１） 子宮頚部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １２６，１０３ １２４，６６２ １２１，３２６ １２５，０４０ １２５，１９１ １２２，８６８

受 診 者 数（人） ２５，８７４ ２５，７９７ ２６，４８６ ２７，１９７ ２７，４８３ ２６，３３３

受 診 率（％） ２０．５ ２０．７ ２１．８ ２１．８ ２２．０ ２１．４

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ２５，７３７ ２５，６８７ ２６，３３８ ２７，１０９ ２７，３９１ ２６，２３６

要 精 検 者 数（人） １３７ １１０ １４８ ８８ ９２ ９７

要 精 検 率（％） ０．５３ ０．４３ ０．５６ ０．３２ ０．３３ ０．３７

精 密 検 査
精 検 受 診 者 数（人） １１２ ９２ １２４ ６６ ７６ ７８

精 検 受 診 率（％） ８１．８ ８３．６ ８３．８ ７５．０ ８２．６ ８０．４

精密検査結果

子宮がん又は異形性の者
（人） ５９ ３９ ４９ ３３ ４２ ３５

精検受診者に占めるが
ん・異形成の割合（％） ５２．７ ４２．４ ３９．５ ５０．０ ５５．３ ４４．９

子 宮 が ん 発 見 率（％） ０．２３ ０．１５ ０．１９ ０．１２ ０．１５ ０．１３

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） １９ １０ ８ １２ ８ １１

確 定 が ん 率（％） ０．０７ ０．０４ ０．０３ ０．０４ ０．０３ ０．０４

（２） 平成１６年度子宮頸部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 対象者数
（人）

一 次 検 診
受診者数（人）

受 診 率
（％）

経年受診者数
（再掲）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

３０～３４ ７，５２３ １，６７７ ２２．３ ５３５ １４ １，６６３ ０．８３

３５～３９ ６，８４６ １，７６４ ２５．８ ９６３ １５ １，７４９ ０．８５

４０～４４ ７，３６５ ２，１５０ ２９．２ １，２６９ １５ ２，１３５ ０．７０

４５～４９ ８，４６５ ２，２３８ ２６．４ １，５０７ １０ ２，２２８ ０．４５

５０～５４ １１，０２５ ２，６９７ ２４．５ １，８３１ １６ ２，６８１ ０．５９

５５～５９ １１，５１８ ３，３７９ ２９．３ ２，４２０ １３ ３，３６６ ０．３８

６０～６４ １３，２７１ ３，６１６ ２７．２ ２，５７６ ７ ３，６０９ ０．１９

６５～６９ １４，５８１ ３，６９３ ２５．３ ２，８００ ３ ３，６９０ ０．０８

７０～７４ １４，４５５ ３，１８４ ２２．０ ２，４６４ ２ ３，１８２ ０．０６

７５～７９ １２，２７１ １，５４０ １２．５ １，２０４ １ １，５３９ ０．０６

８０歳以上 １５，５４８ ３９５ ２．５ ２８４ １ ３９４ ０．２５

合 計 １２２，８６８ ２６，３３３ ２１．４ １７，８５３ ９７ ２６，２３６ ０．３７
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精密検査結果（％） 

異形成 
32.1％ 

子宮がん 
12.8％ 

異常認めず 
37.2％ 

その他の疾患 
17.9％ 

２）精密検診結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受

診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾患 異 形 成 子 宮 が ん

３０ ～ ３４ １１ ７８．６ ４ ０ ６ １ ０．４１７

３５ ～ ３９ １４ ９３．３ ３ ２ ６ ３ ０．５１０

４０ ～ ４４ １３ ８６．７ ３ ５ ３ ２ ０．２３３

４５ ～ ４９ ９ ９０．０ ２ ２ ４ １ ０．２２３

５０ ～ ５４ １４ ８７．５ ７ ４ ３ ０ ０．１１１

５５ ～ ５９ ８ ６１．５ ５ １ １ １ ０．０５９

６０ ～ ６４ ５ ７１．４ ３ ０ ２ ０ ０．０５５

６５ ～ ６９ １ ３３．３ ０ ０ ０ １ ０．０２７

７０ ～ ７４ １ ５０．０ １ ０ ０ ０ ０．０００

７５ ～ ７９ １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．０００

８０歳 以 上 １ １００．０ ０ ０ ０ １ ０．２５３

合 計 ７８ ８０．４ ２９ １４ ２５ １０ ０．１３３

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

保健事業団 １１，３３５ ２０ １１，３１５ ０．１８

病 院 ６，２９４ ３５ ６，２５９ ０．５６

診 療 所 ８，７０４ ４２ ８，６６２ ０．４８

合 計 ２６，３３３ ９７ ２６，２３６ ０．３７

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精検検査受

診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他疾病 異 形 成 子 宮 が ん

保健事業団 １７ ８５．０ ７ ０ ８ ２ ０．０８８

病 院 ２６ ７４．３ １１ ６ ５ ４ ０．１４３

診 療 所 ３５ ８３．３ １１ ８ １２ ４ ０．１８４

合 計 ７８ ８０．４ ２９ １４ ２５ １０ ０．１３３
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受診率・精検受診率 

H.11 H.12 H.13 H.14

受診率（保健事業＋医療） 精検受診率（保健事業） 
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要精検率・がん発見率 

H.11 H.12 H.13 H.14

がん発見率（保健事業＋医療） 要精検率（保健事業） 

0.44

2.19

2.21

1.26

5.57

1.41

0.95

1.57

3.35

4.81

1.35 1.20

H.16H.15

（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
平 成１１年 度 平 成１２年 度 平 成１３年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） ５０６ ５０６ ６２６ ６２６ ７８５ ７８５

受 診 者 数（人） ４５７ １８ ４７５ ５０２ ８７ ５８９ ６６４ ７９ ７４３

受 診 率（％） ９０．３ ９３．９ ８０．２ ９４．１ ８４．６ ９４．６

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ４３５ ４９１ ６２７

要 精 検 者 数（人） ２２ １１ ３７

要 精 検 率（％） ４．８１ ２．１９ ５．５７

精 密 検 査
精検受診者数（人） ２１ １１ ３４

精 検 受 診 率（％） ９５．５ １００．０ ９１．９

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ５ １ ６ ２ １１ １３ ８ ２ １０

子宮がん発見率（％） １．０９ ５．５６ １．２６ ０．４０ １２．６４ ２．２１ １．２０ ２．５３ １．３５

区 分
平 成１４年 度 平 成１５年 度 平 成１６年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １，０８４ １，０８４ ８８５ ８８５ ７４３ ７４３

受 診 者 数（人） ９２１ ８３ １，００４ ７６２ ７７ ８３９ ６５７ ３２ ６８９

受 診 率（％） ８５．０ ９２．６ ８６．１ ９４．８ ８８．４ ９２．７

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ９０８ ７５０ ６３５

要 精 検 者 数（人） １３ １２ ２２

要 精 検 率（％） １．４１ １．５７ ３．３５

精 密 検 査
精検受診者数（人） １１ ９ １３

精 検 受 診 率（％） ８４．６ ７５．０ ５９．１

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ５ ７ １２ ４ ４ ８ １ ２ ３

子宮がん発見率（％） ０．５４ ８．４３ １．２０ ０．５２ ５．１９ ０．９５ ０．１５ ６．２５ ０．４４

※「保健事業分」については医療機関検診及び集団検診において検診を受けた者、「医療分」については集団検診で
当日体部がん検診を受けられず、後日医療機関で受診した者です。
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（４） 平成１６年度子宮体部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検診
対象者数（人）

一次検診受
診者数（人） 受診率（％）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

３０～３４ ５９ ５９ １００．０ １ ５８ １．６９

３５～３９ ６３ ６２ ９８．４ １ ６１ １．６１

４０～４４ ９７ ９５ ９７．９ １ ９４ １．０５

４５～４９ １３２ １２５ ９４．７ ４ １２１ ３．２０

５０～５４ １６３ １４０ ８５．９ １０ １３０ ７．１４

５５～５９ １０７ ９０ ８４．１ １ ８９ １．１１

６０～６４ ５７ ４６ ８０．７ ２ ４４ ４．３５

６５～６９ ２７ ２０ ７４．１ １ １９ ５．００

７０～７４ ２３ １３ ５６．５ ０ １３ ０．００

７５～７９ １３ ７ ５３．８ １ ６ １４．２９

８０歳以上 ２ ０ ０．０ ０ ０ ０．００

合 計 ７４３ ６５７ ８８．４ ２２ ６３５ ３．３５

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢 精密検査受
診者数（人）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん
発見率（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０～３４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

３５～３９ １ ０ ０ １ ０ １．６１

４０～４４ １ １ ０ ０ ０ ０．００

４５～４９ ２ ２ ０ ０ ０ ０．００

５０～５４ ９ ６ ３ ０ ０ ０．００

５５～５９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

６０～６４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

６５～６９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

７０～７４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

７５～７９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

８０歳以上 ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

合 計 １３ ９ ３ １ ０ ０．１５

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検査
受診者数（人）

検 査 結 果

異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０～３４ １ １ ０ ０ ０

３５～３９ １ １ ０ ０ ０

４０～４４ １ １ ０ ０ ０

４５～４９ ５ ２ ３ ０ ０

５０～５４ ５ ５ ０ ０ ０

５５～５９ ７ ５ ２ ０ ０

６０～６４ ４ ３ １ ０ ０

６５～６９ ３ １ １ １ ０

７０～７４ ４ ３ ０ １ ０

７５～７９ １ １ ０ ０ ０

８０歳以上 ０ ０ ０ ０ ０

合 計 ３２ ２３ ７ ２ ０
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（５） 平成１６年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果

表１ 子宮がん検診確定調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成１５年度 平成１６年度 平成１５年度 平成１６年度

異 形 成 １４ ７（５） ２０ １７

頚 癌 ０ 期 ２ １ ３ ４

頚 癌 � ａ 期 ０ １ ２ ０

頚癌�ｂ期以上 ０ ０ １ ５

合 計 １６ ９（７） ２６ ２６

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 平成１５年度 平成１６年度

内 膜 増 殖 症 ３ ３

体癌�ａ、�ｂ期 １ ０

体癌�ｃ期以上 ０ ０

合 計 ４ ３

表３ 発見子宮がん症例（�ｂ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ ２ ２

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ １ １

初 回 受 診 ０ ２ ２

表４ 治療機関

頚癌０期 頚癌�ａ期 頚癌�ｂ期以上

鳥 取 大 学 ３ ０ ４

県 立 中 央 １ ０ ０

鳥 取 市 立 ０ １ １

鳥 取 赤 十 字 １ ０ ０

２２



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成１６年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７５，８７３人で、このうち受診者数は６０，１１３人（車検診：４６，３９１人、施設検診：１３，７２２

人）で、受診率は３４．２％で、前年度に比べ、対象者数が約２，８９０人、受診者数も約３，５４０人の減少で、

受診率も低下傾向にある。

要精検者数は１，７９１人で、要精検率は２．９８％で平成１５年度より１，１５１人、１．９７ポイントも増加した。

判定基準の見直しにより要精検率は全国平均並みとなり、各地区とも著しく増加した。特に中部が

４．７１％（東部２．７５％、西部１．７１％）と非常に高く、地域格差がある。また、一次検診を病院、診療所

で受診された人の要精検率も高くなっている。

そのうち、精検受診者は１，４３３人、精検受診率は８０．０％で、昨年度に引き続き、精検受診率が向上

しているが、年齢別にみると低いところもあるので、各市町村の保健師さんにお願いして受診勧奨に

努めていきたい。

精検結果、肺がん４５人、肺がん疑いが４８人の計９３人が発見され、がん発見率は０．１５％で、過去最高

の成績であったが、例年に比べがん疑いが非常に多かった。

よって、確定調査の結果、確定がん５１人、がん発見率０．０８％と割合少ない結果となった。また、陽

性反応適中度は平成１５年度１２．２％に比べ、平成１６年度は５．１％に低下した。

検診１年後においても、疑いのまま経過観察中というものが多かったので、今後、読影の精度を高

めていく必要があると思われる。

また、受診者総数のうち経年受診者は８７．４％を占め、この経年受診者のがん発見率は０．１４％、非経

年受診者のがん発見率０．２９％であった。

Ｘ線検査受診者６０，１１３人中、喀痰検査の対象者となる高危険群所属者は７，６９７人で、そのうち喀痰

検査を受診した者は４，４８３人であった。高危険群所属者のうち、がん・がん疑いの者が３３人発見され、

がん発見率は０．４３％であった。

非高危険群所属者のうち、がん・がん疑いの者が６０人発見され、がん発見率は０．１１％で、高危険群

所属者のがん発見率の方が約３．９倍高かった。

２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
１）平成１６年度は原発性肺癌４９例（発見率１０万対８１）、転移性肺腫瘍２例、合計５１例であった。

（１） 受診者数が減少し、要精検者数が増加したが、肺がん疑いのまま、経過観察中の患者も多い。

要精検者数の増加は積極的にＥ判定をつけた結果を反映していると思われる。

（２） 東、中、西部の受診率、要精検率に較差がある。中部が最も積極的にＥ判定をつけている。

（Ｄ判定肺癌：東部１名、中部０名、西部２名）

（３） 胸部Ｘ線のみの発見肺がんの割合は４８例（９８．０％）と引き続き、高い傾向が続いている。内

訳はＥ発見が４５／４８（９３．８％）と例年より高率であった。

（４） 女性肺癌は２０／４９例（４０．８％）、腺癌は３０／４９例（６１．２％）といずれも、昨年より高率となった。

（５） 手術症例の割合は７１．４％と増加し、その背景に�期肺癌の割合の増加３６／４９例（７３．５％）があ

り、手術の根治性も高かった。

（６） 腫瘍径は平均３０．２�と昨年よりも小径が増加し、２�以下は１９例（３８．８％）であった。

（７） 転移性肺腫瘍は２例で、肝臓癌の転移１例と不明１例であった。

２３



（８） 車検診と施設検診の比較を行った。要精検率は車検診２．５％、施設検診４．７％で、施設検診の

方が高く、特に中部地区が１２．５％と非常に高かった。原発性肺がん４９例のうち、車検診からは

４２例、発見率０．０９１％、施設検診７例、発見率０．０５１％であった。

２）昭和６２年から平成１６年までの原発性肺癌は６５８例（発見率１０万対６０）であった。診断方法は胸Ｘ５６７

例（８６．２％）、細胞診５２例（７．９％）、両者３８例（５．８％）である。最近の特徴として細胞診からの肺

癌発見が少なくなってきている。平均年齢７１．４歳、男：女＝４２０：２３８で、最近の女性肺癌の増加が

著しい。臨床病期は�期が３４４人（５２．３％）で過半数を占め、３７８例（５７．４％）に手術が行われた。

手術有無別の累積生存率、術後病期別（新分類）の累積生存率は次頁の図に示す。全症例（６５８

例）の５生率３７．６％、１０生率２１．１％であり、手術例の５生率５８．２％、１０生率３５．４％である。そして

手術例の１Ａ期（１７２例）の５生率は７８．２％、１０生率は５５．４％と良好な結果を示している。

２４
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １７７，８１５ １７５，８１８ １７４，４５３ １７７，１９８ １７８，７６２ １７５，８７３

受 診 者 数（人） ６４，８４５ ６２，８３７ ６２，６３１ ６３，６１６ ６３，６４９ ６０，１１３

受 診 率（％） ３６．５ ３５．７ ３５．９ ３５．９ ３５．６ ３４．２

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ６４，６７６ ６２，５２６ ６２，４１５ ６３，２７３ ６３，００９ ５８，３２７

要 精 検 者 数（人） １６９ ３１１ ２１６ ３４３ ６４０ １，７９１

要 精 検 率（％） ０．２６ ０．４９ ０．３４ ０．５４ １．０１ ２．９８

精 密 検 査
精検受診者数（人） １４２ ２４２ １５２ ２７１ ４８９ １，４３３

精 検 受 診 率（％） ８４．０ ７７．８ ７０．４ ７９．０ ７６．４ ８０．０

精密検査結果

肺がん又はがんの
疑いのある者 （人） ５８ ５９ ４３ ５９ ７８ ９３

肺がん発見率（％） ０．０９ ０．０９ ０．０７ ０．０９ ０．１２ ０．１５

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） ４８（４１） ４８（４２） ３７（３０） ５４（４８） ６９（６５） ５１（４９）

確 定 が ん 率（％） ０．０７ ０．０８ ０．０６ ０．０８ ０．１１ ０．０８

※確定がん数の（ ）の数字は原発性肺癌です。
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（２） 平成１６年度肺がん検診検査結果（検診機関別）

１）一次検診結果（年齢階級別）

ａ．Ｘ線検査結果

年 齢

対象者数

（人）

Ｘ 線 検 査 Ｘ 線 フ ィ ル ム 読 影 結 果

Ｘ線検査

受診者数

受診率

（％）

経年受診

者数再掲

経年受診

者数割合

（％）

異常認めず
要精検

者 数

要精検率

（％）

Ｘ線検査受診

者中高危険群

所 属 者 数

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ３，７０６ ６，３０２ ５７７ １，３３０１５．６２１．１ ４６１ １，０２５７９．９７７．１ ５６１ １，３１０ １６ ２０ ２．７７１．５０ １３ ８

４５～４９ ４，７０１ ７，２６４ ７４３ １，６４２１５．８２２．６ ５８３ １，３２４７８．５８０．６ ７２４ １，６１４ １９ ２８ ２．５６１．７１ １４ ６

５０～５４ ６，６１１ ９，９７３ １，２３５ ２，７１４１８．７２７．２ ９５２ ２，２１０７７．１８１．４ １，２０８ ２，６５８ ２７ ５６ ２．１９２．０６ ５３８ ３２

５５～５９ ７，２５３ １０，７７０ １，６１９ ３，８８８２２．３３６．１ １，２８３ ３，３０２７９．２８４．９ １，５６０ ３，８２４ ５９ ６４ ３．６４１．６５ ７２０ ５８

６０～６４ ９，４６４ １３，３０９ ２，６７９ ５，２３６２８．３３９．３ ２，０９４ ４，５０１７８．２８６．０ ２，５９２ ５，１２９ ８７ １０７ ３．２５２．０４１，１２０ ７８

６５～６９１０，６７０ １４，９６１ ３，６９９ ６，２８４３４．７４２．０ ３，１２１ ５，６３３８４．４８９．６ ３，５７０ ６，１４４１２９ １４０ ３．４９２．２３１，２９９ ５５

７０～７４１０，６２９ １５，２３１ ４，５７６ ７，０９０４３．１４６．５ ４，０７０ ６，３６８８８．９８９．８ ４，３９１ ６，８４８１８５ ２４２ ４．０４３．４１１，６２７ ４５

７５～７９ ８，１６８ １３，０３０ ３，７７９ ５，７７６４６．３４４．３ ３，４７９ ５，３６４９２．１９２．９ ３，６２６ ５，６０４１５３ １７２ ４．０５２．９８１，２９０ ３８

８０歳以上 ７，１８１ １６，６５０ ２，６９８ ４，５４８３７．６２７．３ ２，５３９ ４，２３５９４．１９３．１ ２，５８３ ４，３８１１１５ １６７ ４．２６３．６７ ７４２ １４

計 ６８，３８３ １０７，４９０ ２１，６０５３８，５０８３１．６３５．８１８，５８２３３，９６２８６．０８８．２２０，８１５３７，５１２７９０ ９９６ ３．６６２．５９７，３６３ ３３４

合 計 １７５，８７３ ６０，１１３ ３４．２ ５２，５４４ ８７．４ ５８，３２７ １，７８６ ２．９７ ７，６９７

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

喀痰細胞診受診者数

（人）

喀 痰 細 胞 診 結 果
要精検率（％）

精検不要 要精検者数

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ６６ １８ ６６ １８ ０ ０ ０．００ ０．００

４５～４９ ９１ １９ ９１ １９ ０ ０ ０．００ ０．００

５０～５４ ２１６ ４７ ２１４ ４７ ０ ０ ０．００ ０．００

５５～５９ ３２２ ９８ ３２０ ９７ ３ ０ ０．９３ ０．００

６０～６４ ５５４ １４１ ５５４ １４１ ０ ０ ０．００ ０．００

６５～６９ ６６５ １２７ ６６３ １２５ ０ ０ ０．００ ０．００

７０～７４ ８４１ １２１ ８３８ １２１ ０ ０ ０．００ ０．００

７５～７９ ６７９ １０５ ６７７ １０４ ２ ０ ０．２９ ０．００

８０歳以上 ３２７ ４６ ３２６ ４６ ０ ０ ０．００ ０．００

計 ３，７６１ ７２２ ３，７４９ ７１８ ５ ０ ０．１３ ０．００

合 計 ４，４８３ ４，４６７ ５ ０．１１

２６



２）精密検査結果（年齢階級別）

年齢

要精検者数

（人）

精密検査

受診者数

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率

（％）異常認めず その他の疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １６ ２０ ８ １６ ５０．０ ８０．０ ７ １３ １ ２ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．０７５

４５～４９ １９ ２８ １５ ２１ ７８．９ ７５．０ １１ ２０ ４ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５０～５４ ２７ ５６ ２３ ４７ ８５．２ ８３．９ １２ ２２ ９ ２２ １ ２ １ １ ０．１６２ ０．１１１

５５～５９ ６２ ６４ ４６ ５１ ７４．２ ７９．７ ３１ ３３ １２ １６ １ １ ２ １ ０．１８５ ０．０５１

６０～６４ ８７ １０７ ６９ ９２ ７９．３ ８６．０ ４２ ４９ ２６ ４１ １ ２ ０ ０ ０．０３７ ０．０３８

６５～６９ １２９ １４０ ９５ １１８ ７３．６ ８４．３ ５０ ６８ ３８ ４７ ４ １ ３ ２ ０．１８９ ０．０４８

７０～７４ １８５ ２４２ １５４ １９９ ８３．２ ８２．２ ７２ １１４ ６６ ７４ ９ ６ ７８５ ０．３５０ ０．１５５

７５～７９ １５５ １７２ １２０ １３９ ７７．４ ８０．８ ５２ ７５ ５６ ５３ ４ ７ ８ ４ ０．３１８ ０．１９０

８０歳以上 １１５ １６７ ８５ １３５ ７３．９ ８０．８ ３０ ５５ ４６ ７０ ４ ５ ５ ５ ０．３３４ ０．２２０

計 ７９５ ９９６ ６１５ ８１８ ７７．４ ８２．１ ３０７ ４４９ ２５８ ３２６ ２４ ２４ ２６１９ ０．２３１ ０．１１２

合 計 １，７９１ １，４３３ ８０．０ ７５６ ５８４ ４８ ４５ ０．１５５

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一 次

検診機関

一次検診受診者数

（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 １６，２６７ ２９，２３８ ４８０ ６３２ １５，７８７ ２８，６０６ ２．９５ ２．１６

中 国 労 働

衛 生 協 会
３４５ ５４１ １８ １５ ３２７ ５２６ ５．２２ ２．７７

病 院 ２，２７０ ３，７１０ １６７ １５９ ２，１０３ ３，５５１ ７．３６ ４．２９

診 療 所 ２，７２３ ５，０１９ １３０ １９０ ２，５９３ ４，８２９ ４．７７ ３．７９

計 ２１，６０５ ３８，５０８ ７９５ ９９６ ２０，８１０ ３７，５１２ ３．６８ ２．５９

合 計 ６０，１１３ １，７９１ ５８，３２２ ２．９８

２７



精密検査結果（％） 

肺がん疑い 
3.3％ 

肺がん 
3.1％ 

異常 
認めず 
52.8％ 

その他の 
　疾患 
40.8％ 

ｂ．精密検査結果

一 次

検診機関

要精検者数

（人）

精密検査受

診者数（人）

精密検査受

診率 （％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見

率 （人）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ４８０ ６３２ ３７０ ５２６ ７７．１ ８３．２ １６８ ２７６ １６２ ２１５ ２１ ２０ １９ １５ ０．２４６０．１２０

中 国 労 働

衛 生 協 会
１８ １５ １４ １５ ７７．８１００．０ ８ １３ ４ ２ ０ ０ ２ ０ ０．５８００．０００

病 院 １６７ １５９ １４９ １２４ ８９．２ ７８．０ ８８ ８０ ５５ ４０ ２ ２ ４ ２ ０．２６４０．１０８

診 療 所 １３０ １９０ ８２ １５３ ６３．１ ８０．５ ４３ ８０ ３７ ６９ １ ２ １ ２ ０．０７３０．０８０

計 ７９５ ９９６ ６１５ ８１８ ７７．４ ８２．１ ３０７ ４４９ ２５８ ３２６ ２４ ２４ ２６ １９ ０．２３１０．１１２

合 計 １，７９１ １，４３３ ８０．０ ７５６ ５８４ ４８ ４５ ０．１５５

２８
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５３
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９４

６
，６
４０

１２
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２５

１８
，６
６５

３４
．８

１０
７

４５
６

５６
３

３
．０
２

４４
６
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６
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１０
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７

０
．１
１３

米
子
市

４５
，５
５５

５
，９
１７

０
５
，９
１７

１３
．０

８４
０

８４
１
．４
２

６９
８２
．１

２７
３７

２
３

４２
０
．０
８５

倉
吉
市

１４
，２
５８

２
，６
０４

６５
４

３
，２
５８

２２
．９

１０
９

９３
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６
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８５
．１

９４
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４
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７８
０
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４６
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市

１１
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１
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町
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１
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１
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１０
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．０

１１
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２
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６
０
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６
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３
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７
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，８
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１
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５８
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．２
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６
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０
．１
８３

若
桜
町

１
，１
０３

６７
４

０
６７
４

６１
．１

２２
０
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３
．２
６

２１
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１８
３

０
０

３
０
．０
００
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町

３
，０
１２

１
，２
２４

１７
６

１
，４
００

４６
．５

３０
８

３８
２
．７
１

２７
７１
．１

２０
７

０
０

７
０
．０
００

湯
梨
浜
町

５
，４
６６

２
，９
７９

５１
３

３
，４
９２

６３
．９

８８
５７

１４
５

４
．１
５

１０
６

７３
．１

６６
３０

５
５

４０
０
．２
８６

三
朝
町

２
，０
７６

１
，６
６２

０
１
，６
６２

８０
．１

７９
０

７９
４
．７
５

５９
７４
．７

２３
３２

４
０

３６
０
．２
４１

北
条
町

１
，９
７０

１
，２
８２

２１
５

１
，４
９７

７６
．０

４５
２７

７２
４
．８
１

４６
６３
．９

２２
２０

１
３

２４
０
．２
６７

大
栄
町

２
，５
９２

２
，０
７６

０
２
，０
７６

８０
．１

１０
４

０
１０
４

５
．０
１

８３
７９
．８

３２
４６

３
２

５１
０
．２
４１

琴
浦
町

６
，７
３７

４
，５
６１

３２
４
，５
９３

６８
．２

１７
８

０
１７
８

３
．８
８

１４
５

８１
．５

５８
７５

１０
２

８７
０
．２
６１

南
部
町

２
，４
２６

１
，３
１９

０
１
，３
１９

５４
．４

３８
０

３８
２
．８
８

３５
９２
．１

２２
１２

１
０

１３
０
．０
７６

伯
耆
町

３
，５
２５

２
，３
１７

０
２
，３
１７

６５
．７

４４
０

４４
１
．９
０

２５
５６
．８

１８
４

０
３

７
０
．１
２９

日
吉
津
村

６４
０

３５
５

０
３５
５

５５
．５

１０
０

１０
２
．８
２

８
８０
．０

２
５

１
０

６
０
．２
８２

大
山
町

７
，１
３５

４
，２
０６

０
４
，２
０６

５８
．９

６２
０

６２
１
．４
７

５８
９３
．５

４０
１３

２
３

１８
０
．１
１９

日
南
町

２
，１
８２

１
，１
９７

０
１
，１
９７

５４
．９

１５
０

１５
１
．２
５

１２
８０
．０

６
５

０
１

６
０
．０
８４

日
野
町

１
，３
８５

６６
９

０
６６
９

４８
．３

４
０

４
０
．６
０

３
７５
．０

３
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，０
７２

８８
６

０
８８
６

８２
．６

３３
０

３３
３
．７
２

２９
８７
．９

２１
６

０
２

８
０
．２
２６

合
計
１７
５
，８
７３

４６
，３
９１

１３
，７
２２

６０
，１
１３

３４
．２

１
，１
４５

６４
６

１
，７
９１

２
．９
８

１
，４
３３

８０
．０

７５
６

５８
４

４８
４５

６７
７

０
．１
５５

東
部

６６
，９
４９

１３
，３
３８

１２
，３
０８

２５
，６
４６

３８
．３

２３
６

４６
９

７０
５

２
．７
５

５６
９

８０
．７

３１
８

２２
１

１４
１６

２５
１

０
．１
１７

中
部

３３
，０
９９

１５
，１
６４

１
，４
１４

１６
，５
７８

５０
．１

６０
３

１７
７

７８
０

４
．７
１

６１
１

７８
．３

２９
５

２７
３

２７
１６

３１
６

０
．２
５９

西
部

７５
，８
２５

１７
，８
８９

０
１７
，８
８９

２３
．６

３０
６

０
３０
６

１
．７
１

２５
３

８２
．７

１４
３

９０
７

１３
１１
０

０
．１
１２

２９



（３） 平成１６年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について

肺がん確定診断（原発性６５８、転移性８６） ７４４例

他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 ７５６例

１）肺がん確定診断 （単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３

合計

原発性肺癌 ６５８

転移性肺腫瘍 ８６

合 計 ７４４

平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年

原発性肺癌 ３８ ５３ ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ４９

転移性肺腫瘍 ４ ２ ７ ７ ６ ７ ６ ４ ２

合 計 ４２ ５５ ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６９ ５１

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ１６年度集計〕

胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２２４例 �
�
�
５６７例（８６．２％）

Ｄのみ ３例 �
�
�

４８例（９８．０％）
Ｅのみ ３４３例 Ｅのみ ４５例

（Ｅ１：２２例、Ｅ２：１６例、不明：７例）

細 胞 診 Ｄのみ １８例 �
�
�

５２例（ ７．９％）
Ｄのみ ０例 �

�
�

１例（ ２．０％）
Ｅのみ ３４例 Ｅのみ １例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 �
�
�
�
�
�
�

３８例（ ５．８％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

０例（ ０．０％）
Ｄ＋Ｅ ８例 Ｄ＋Ｅ ０例

Ｅ＋Ｄ ４例 Ｅ＋Ｄ ０例

Ｅ＋Ｅ １６例 Ｅ＋Ｅ ０例

不明 １例 １例（ ０．１％） 不明 ０例 ０例（ ０．０％）

計 ６５８例 計 ４９例

３０



３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４％） ６５２（８７．５％） ６ ３７

Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７％） ６０（９２．３％） ２２ ５７

Ｈ１ ５２，４７３ １１７（０．２２％） １０７（９１．５％） １８ ３４

Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２％） １３２（８６．３％） ３２ ４９

Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４％） ８９（９３．７％） ３６ ５１

Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９％） １１１（８３．５％） ３７ ５３

Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９％） ９８（７２．９％） ４１ ５９

Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６％） ８９（８６．４％） ２２ ３３

Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５％） １３５（８３．３％） ３８ ５８

Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８％） ９１（７９．８％） ３８ ５９

Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３％） １２３（８０．９％） ５３ ７９

Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１％） １１１（８１．０％） ４０ ６２

Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６％） １４２（８４．０％） ４１ ６４

Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９％） ２４２（７７．８％） ４２ ６７

Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４％） １５２（７０．４％） ３０ ４８

Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４％） ２７１（７９．０％） ４８ ７５

Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１％） ４８９（７６．４％） ６５ １０２

Ｈ１６ ６０，１２７ １，８０５（３．００％）１，４２０（７８．７％） ４９ ８１

計 １，０８９，８８５ ５，５９３（０．５１％）４，５１４（８０．７％） ６５８ ６０

４）原発性肺癌（６５８例）

ａ．年齢・性別 〔Ｈ１６年度集計〕

区 分 原発性肺癌 比率（％） 区 分 原発性肺癌 比率（％）
～５９歳 ５１例 ７．８ ５０～５９歳 ６例 １２．２

６０～６９歳 ２０８ ３１．６ ６０～６９歳 ４ ８．２
７０～７９歳 ２９９ ４５．４ ７０～７９歳 ３０ ６１．２
８０～ １００ １５．２ ８０～ ９ １８．４
計 ６５８ １００．０ 計 ４９ １００．０

平均年齢＝７１．４
男：女＝４２０例：２３８例

平均年齢＝７２．７
男：女＝２９例：２０例

ｂ．原発性肺癌の臨床病期と組織型

（a） 病期分類 〔Ｈ１６年度集計〕

臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０
�Ａ ２３６（３５．９） �Ａ ２４（４９．０） �

�
�
３６
（７３．５％）�Ｂ １０８ �Ｂ １２

�Ａ ２３ �Ａ １
�Ｂ ４７ �Ｂ ２
�Ａ ９６ �Ａ ３
�Ｂ ４４ �Ｂ ４
� ７８ � ３
不明 ２４ 不明 ０
計 ６５８ 計 ４９
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（b） 組織型 〔Ｈ１６年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 ２０８例 扁平上皮癌 １２例

腺 癌 ３４０（５１．６） 腺 癌 ３０（６０．０）

大 細 胞 癌 １０ 大 細 胞 癌 ０

小 細 胞 癌 ４１ 小 細 胞 癌 ３

腺扁平上皮癌 ６ 腺扁平上皮癌 １

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 ５３ 不 明 ４

計 ６５９ 計 ５０

※１例 扁平上皮癌と腺癌の同時多発癌を含む

ｃ．原発性肺癌の手術症例（３７８例、手

術率：５７．４％）

（a） 臨床病期、術後病期

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例

�Ａ １９７（５２．１） �Ａ １７１（４５．２）

�Ｂ ８１ �Ｂ ８２

�Ａ １１ �Ａ １５

�Ｂ ２４ �Ｂ ３０

�Ａ ５０ �Ａ ５３

�Ｂ １０ �Ｂ １５

� ３ � １０

計 ３７８ 計 ３７８

〔Ｈ１６年度集計〕

原発性肺癌の手術症例

（３５例、手術率：７１．４％）

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ０例 ０ccult ０例

�Ａ ２１（６０．０） �Ａ １６（４５．７）

�Ｂ １１ �Ｂ １３

�Ａ ０ �Ａ １

�Ｂ １ �Ｂ ３

�Ａ １ �Ａ ２

�Ｂ １ �Ｂ ０

� ０ � ０

計 ３５ 計 ３５

（b） 組織型分類 〔１６年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １１３例 扁平上皮癌 １０例

腺 癌 ２４２（６３．８） 腺 癌 ２５（６７．４）

大 細 胞 癌 ９ 大 細 胞 癌 ０

小 細 胞 癌 ６ 小 細 胞 癌 ０

腺扁平上皮癌 ７ 腺扁平上皮癌 １

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 １ 不 明 ０

計 ３７９ 計 ３６

※１例 扁平上皮癌と腺癌の同時多発癌を含む

（c） 根治度 〔平成１６年度集計〕

根治度分類 （％） 根治度分類 （％）

絶対的治癒手術 ２７９例（７３．８）�
�
�
３３３（８８．１％）

絶対的治癒手術 ２６例（７４．３） �
�
�
３１（８８．６％）

相対的治癒手術 ５４ 相対的治癒手術 ５

相対的非治癒手術 ２２ 相対的非治癒手術 ４

絶対的非治癒手術 １９ 絶対的非治癒手術 ０

不 明 ４ 不 明 ０

計 ３７８ 計 ３５
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ｄ．腫瘍径

腫瘍径

（�）

Ｈ１０年度

（％）

Ｈ１１年度

（％）

Ｈ１２年度

（％）

Ｈ１３年度

（％）

Ｈ１４年度

（％）

Ｈ１５年度

（％）

Ｈ１６年度

（％）

０～１０ １例 ２例 １例 ０例 ２例 １例 ２例

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７） １１（３６．７） １７（３５．４） １１ １７（３４．７）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １１

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ４９

平均 ３７．１� ２７．９� ３２．２� ３３．５� ２８．８� ３８．７� ３０．２�

最高１４５� ７０�

５）転移性肺腫瘍（８６例）

大 腸 癌：２４例 腎 臓 癌：９例 甲状腺癌：９例 乳 癌：７例 肝 臓 癌：６例

前立腺癌：４例 胆のう癌：３例 卵 巣 癌：２例 胃 癌：２例 肺 癌：２例

子 宮 癌：２例 尿 管 癌：２例 食 道 癌：２例 咽 頭 癌：１例 肛 門 癌：１例

顎 下 腺：１例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 膵 臓 癌：１例 膀 胱 癌：１例

胆 管 癌：１例 不 明：４例

６）原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較

施 設 検 診 車 検 診

受診者数 １３，７２２ ４６，３９１

要精検数

６４６（４．７％）

東部：３．８％

中部：１２．５％

西部： ―

１，１４５（２．５％）

東部：１．８％

中部：４．０％

西部：１．７％

確定者数 ７名（０．０５１％） ４２名（０．０９１％）

発見方法

Ｅ判定 ７名 Ｄ判定 ３名

Ｅ判定 ３８名

（喀痰Ｅ判定：１名）

年 齢 ６５．９歳 ７３．９歳

性 差 男１名、女６名 男２８名、女１４名

臨床病期

�Ａ５名、�Ｂ１名

�Ａ１名

�Ａ１９名、�Ｂ１１名

�Ａ１名、�Ｂ２名

�Ａ３名、�Ｂ４名

�３名

組 織 型

扁平上皮癌２名、腺癌３名

腺扁平上皮癌１名、不明１名

扁平上皮癌１０名、腺癌２７名

小細胞癌３名、不明３名

（扁、腺の多発１名）

手 術 あり６名、なし１名 あり２９名、なし１３名

腫 瘍 径 ３４．０� ２９．４�
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―全症例（n＝658）― 
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―性別― 

時間 
0 220200180 （月） 140 16012010080604020

P＜0.0001男性 
（n＝420） 

女性 
（n＝238） 

5y：33.5％ 

5y：44.9％ 

10y：15.9％ 

10y：32.7％ 
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―手術の有無別― 

時間 
0 180 220200 （月） 140 16012010080604020

P＜0.0001手術例 
（n＝378） 

非手術例 
（n＝280） 

5y：9.8％ 

5y：58.2％ 

10y：2.2％ 

10y：35.4％ 
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―臨床病期― 

時間 
0 220200180 （月） 14016012010080604020

ⅠA 
（n＝236） 
ⅠB 
（n＝109） 
ⅡA 
（n＝23） 
ⅡB 
（n＝47） 
ⅢA 
（n＝96） 
ⅢB 
（n＝44） 
Ⅳ 
（n＝78） 

P＜0.0001

5y：66.3％ 

10y：40.2％ 
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―組織型別― 

時間 
0 220200180 （月） 140 16012010080604020

  Ad 
（n＝340） 

  Sq 
（n＝208） 

  Sm 
（n＝41） 

P＜0.0001

5y：47.7％ 

5y：30.8％ 

10y：27.5％ 

10y：18.0％ 5y：6.0％ 
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20

0
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―発見方法別― 

時間 
0 220200180 （月） 140 16012010080604020

P＝0.0059
Ｘ線 
（n＝567） 

喀痰 
（n＝52） 

Ｘ線＋喀痰 
（n＝38） 

5y：37.7％ 

10y：31.5％ 

10y：19.9％ 

5y：17.1％ 

5y：52.2％ 

10y：12.9％ 

７）肺癌検診の受診率・精検率・がん発見

率の推移

８）検診で発見された肺癌の推移

９）検診発見肺癌の予後
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5y：26.7％ 

5y：13.4％ 

5y：14.9％ 10y：13.3％ 
10y：3.1％ 

0 （月） 140 18016012010080604020

P＝0.04

全症例（n＝86） 
手術例（n＝10） 
非手術例（n＝76） 
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―手術症例　術後病理病期― 

時間 

5y：78.2％ 

10y：55.4％ 

0 220200180 （月） 14016012010080604020

ⅠA 
（n＝171） 
ⅠB 
（n＝82） 
ⅡA 
（n＝15） 
ⅡB 
（n＝30） 
ⅢA 
（n＝53） 
ⅢB 
（n＝15） 
Ⅳ 
（n＝10） 

P＜0.0001

１０）検診発見転移性肺腫瘍の予後
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４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成１６年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２５，２７０人で、このうち受診者数は２９，８８８人（出張検診：１２，０７１人、施設検診：

１７，８１７人）で受診率は２３．９％であった。受診率の全国平均は１１．３％で、鳥取県は非常に良好な数字で

あるが、さらなる受診率の向上を目指す必要があると思われる。

要精検者数は１，００３人（出張検診：１１７人、施設検診：８８６人）、要精検率は３．３６％で、精検受診者数

８７５人、精検受診率は８７．２％であった。

精検の結果、乳がん又は乳がん疑いが４６人発見され、がん発見率０．１５４％であった。

平成１６年度実績は、受診者数、要精検者数、精検受診者数、発見がん患者数、及びそれぞれの率は

昨年度より減少している。また、各検診機関の要精検率に格差があり、病院が５．９２％、鳥取県保健事

業団が０．５８％と約１０倍の違いが見られた。また、陽性反応適中度（発見癌／要精検者数）においても

格差が生じている。鳥取県保健事業団：１１．６７％、病院：３．０１％

平成１６年度は５町でマンモグラフィ併用検診が行われ、受診者数１，５６４人、要精検数９０人、要精検

率５．７５％、がん及びがん疑いは５人発見された。

２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
平成１６年度の確定乳がんは４６例で、マンモグラフィ単独による発見がんが３例あった。平均年齢は

５８．１歳。年齢による進行度に差は認められなかった。非浸潤癌が２例で前年度９例より減少した。温

存手術例の割合が昨年度に比べ低下した。進行度と検診歴の間には関連は認めなかったが、経年検診

に進行例が多い傾向であった。
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H.16H.15
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要精検率・がん発見率・確定がん率 

H.11 H.12 H.13 H.14 H.15

3.54
2.23 2.57 2.80 3.362.89
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H.16

がん発見率 確定がん率 要精検率 

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １２８，９４８ １２７，８１０ １２３，８９６ １２７，９４４ １２７，９４５ １２５，２７０

受 診 者 数（人） ２９，２３１ ２９，５３２ ２９，８４０ ３１，１０５ ３１，５３９ ２９，８８８

受 診 率（％） ２２．７ ２３．１ ２４．１ ２４．３ ２４．７ ２３．９

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ２８，５７８ ２８，７７４ ２９，００３ ３０，２０７ ３０，４２４ ２８，８８５

要 精 検 者 数（人） ６５３ ７５８ ８３７ ８９８ １，１１５ １，００３

要 精 検 率（％） ２．２３ ２．５７ ２．８０ ２．８９ ３．５４ ３．３６

精 密 検 査
精検受診者数（人） ５５０ ６３５ ６９２ ７３５ ９８５ ８７５

精 検 受 診 率（％） ８４．２ ８３．８ ８２．７ ８１．８ ８８．３ ８７．２

精 検 結 果
乳がん又はがんの疑
い の あ る 者（人） ２４ ２９ ３８ ４２ ４９ ４６

乳がん発見率（％） ０．０８２ ０．０９８ ０．１２７ ０．１３５ ０．１５５ ０．１５４

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） ２４ ２９ ３２ ４１ ４６ ４６

確 定 が ん 率（％） ０．０８ ０．１０ ０．１１ ０．１３ ０．１５ ０．１５

（２） 平成１６年度乳がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 対 象 者 数
（人）

一 次 検 診
受診者数（人） 受診率（％）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

３０～３４ ７，４３９ １，５１０ ２０．３ ７２ １，４３８ ４．７７

３５～３９ ６，７７３ １，６３９ ２４．２ ８４ １，５５５ ５．１３

４０～４４ ７，４２２ ２，０６５ ２７．８ １０３ １，９６２ ４．９９

４５～４９ ８，５３６ ２，２３９ ２６．２ １４５ ２，０９４ ６．４８

５０～５４ １１，２２５ ２，８５０ ２５．４ １１９ ２，７３１ ４．１８

５５～５９ １１，８８２ ３，７３２ ３１．４ ９８ ３，６３４ ２．６３

６０～６４ １３，６７５ ４，１２５ ３０．２ １１８ ４，００７ ２．８６

６５～６９ １４，９３３ ４，３６９ ２９．３ １０７ ４，２６２ ２．４５

７０～７４ １４，８１７ ４，１１０ ２７．７ ８１ ４，０２９ １．９７

７５～７９ １２，８２６ ２，３２６ １８．１ ５５ ２，２７１ ２．３６

８０歳以上 １５，７４２ ９２３ ５．９ ２１ ９０２ ２．２８

合 計 １２５，２７０ ２９，８８８ ２３．９ １，００３ ２８，８８５ ３．３６

３７



精密検査結果（％） 

乳がん疑い 
0.3％ 

乳がん 
4.9％ 

異常認めず 
42.9％ 

その他の疾患 
51.9％ 

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

３０ ～ ３４ ６２ ８６．１ ２５ ３６ ０ １ ０．０６６

３５ ～ ３９ ７８ ９２．９ ３０ ４６ ０ ２ ０．１２２

４０ ～ ４４ ８４ ８１．６ ３０ ５４ ０ ０ ０．０００

４５ ～ ４９ １３３ ９１．７ ３６ ８６ ２ ９ ０．４９１

５０ ～ ５４ １００ ８４．０ ３３ ６１ ０ ６ ０．２１１

５５ ～ ５９ ８１ ８２．７ ３５ ４１ ０ ５ ０．１３４

６０ ～ ６４ １０２ ８６．４ ５２ ４３ １ ６ ０．１７０

６５ ～ ６９ ９１ ８５．０ ５０ ３７ ０ ４ ０．０９２

７０ ～ ７４ ７５ ９２．６ ４７ ２４ ０ ４ ０．０９７

７５ ～ ７９ ５１ ９２．７ ２７ １９ ０ ５ ０．２１５

８０歳 以 上 １８ ８５．７ １０ ７ ０ １ ０．１０８

合 計 ８７５ ８７．２ ３７５ ４５４ ３ ４３ ０．１５４

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一 次 検 診

受 診 者 数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

医 師 雇 上 １，７６２ ５７ １，７０５ ３．２３

保健事業団 １０，３０９ ６０ １０，２４９ ０．５８

病 院 ８，９６５ ５３１ ８，４３４ ５．９２

診 療 所 ８，８５２ ３５５ ８，４９７ ４．０１

合 計 ２９，８８８ １，００３ ２８，８８５ ３．３６

ｂ．精密検査結果

一次検

診機関

精密検

査受診

者数

（人）

精密検

査受診

率

（％）

精密検査結果
乳がん

発見率

（％）
異常認

めず

その他

の疾病

乳がん

疑い
乳がん

医 師

雇 上
５１ ８９．５ ２４ ２４ ０ ３ ０．１７０

保 健

事業団
５７ ９５．０ ２０ ３０ ０ ７ ０．０６８

病 院 ４４５ ８３．８ １９６ ２３３ ０ １６ ０．１７８

診療所 ３２２ ９０．７ １３５ １６７ ３ １７ ０．２２６

合 計 ８７５ ８７．２ ３７５ ４５４ ３ ４３ ０．１５４

３８
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果
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人
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診

Ｂ
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検
診

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
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診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ

／Ａ
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張
検
診

Ｆ

施
設
検
診

Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

要
精
検
率

（
％
）

Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

精
検
受

診
者
数
Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

異
常

認
め
ず
Ｌ

そ
の
他

の
疾
病
Ｍ

が
ん
疑
い

Ｎ

が
ん Ｏ

異
常
者

総
計
Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ
＝（
Ｎ
＋
Ｏ
）／
Ｄ

鳥
取
市

４０
，９
９２

２
，３
９２

５
，８
４６

８
，２
３８

２０
．１

３８
３３
６

３７
４

４
．５
４

３３
５

８９
．６

１９
３

１２
６

０
１６

１４
２

０
．１
９４

米
子
市

３３
，４
７８

１１
６

６
，１
８４

６
，３
００

１８
．８

７
２５
０

２５
７

４
．０
８

２３
２

９０
．３

５４
１６
８

０
１０

１７
８

０
．１
５９

倉
吉
市

９
，０
７９

７３
２

８４
０

１
，５
７２

１７
．３

２
４１

４３
２
．７
４

３５
８１
．４

１４
１７

３
１

２１
０
．２
５４

境
港
市

８
，４
３３

０
１
， ２
４９

１
，２
４９

１４
．８

０
４４

４４
３
．５
２

４４
１０
０
．０

１８
２３

０
３

２６
０
．２
４０

岩
美
町

２
，３
７７

０
７５
０

７５
０

３１
．６

０
５

５
０
．６
７

５
１０
０
．０

０
１

０
４

５
０
．５
３３

八
頭
町

４
，３
３１

１
，５
４５

５３
１
，５
９８

３６
．９

２
１

３
０
．１
９

２
６６
．７

１
１

０
０

１
０
．０
００

若
桜
町

１
，０
８８

４２
１

０
４２
１

３８
．７

１４
０

１４
３
．３
３

１３
９２
．９

１０
３

０
０

３
０
．０
００

智
頭
町

１
，８
９７

３
６６
８

６７
１

３５
．４

０
５２

５２
７
．７
５

３５
６７
．３

１７
１８

０
０

１８
０
． ０
００

湯
梨
浜
町

２
，５
０２

４５
１

５５
４

１
，０
０５

４０
．２

１７
３１

４８
４
．７
８

３６
７５
．０

１９
１６

０
１

１７
０
．１
００

三
朝
町

９７
９

４８
９

０
４８
９

４９
．９

１
０

１
０
．２
０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

北
条
町

１
，４
７６

４０
５

１１
１

５１
６

３５
．０

５
１２

１７
３
．２
９

１５
８８
．２

９
３

０
３

６
０
．５
８１

大
栄
町

１
，５
５１

９３
１

０
９３
１

６０
．０

５
０

５
０
．５
４

４
８０
．０

０
３

０
１

４
０
．１
０７

琴
浦
町

５
，２
０９

１
，６
０４

１８
１
，６
２２

３１
．１

１０
０

１０
０
． ６
２

８
８０
．０

２
５

０
１

６
０
．０
６２

南
部
町

１
，３
０６

２８
８

４０
４

６９
２

５３
．０

０
１２

１２
１
．７
３

１２
１０
０
．０

４
８

０
０

８
０
．０
００

伯
耆
町

２
，５
３８

８５
１

２９
５

１
，１
４６

４５
．２

３
２９

３２
２
．７
９

２２
６８
．８

６
１５

０
１

１６
０
．０
８７

日
吉
津
村

４４
１

１２
３

３１
１５
４

３４
．９

１
４

５
３
．２
５

５
１０
０
．０

３
２

０
０

２
０
．０
００

大
山
町

４
，０
７９

８７
２

２９
５

１
，１
６７

２８
．６

８
１３

２１
１
．８
０

１７
８１
．０

５
１１

０
１

１２
０
．０
８６

日
南
町

１
，６
４ ９

４９
２

３４
５２
６

３１
．９

０
２

２
０
．３
８

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

日
野
町

８６
５

３５
６

７３
４２
９

４９
．６

４
１０

１４
３
．２
６

１３
９２
．９

８
５

０
０

５
０
．０
００

江
府
町

１
，０
００

０
４１
２

４１
２

４１
．２

０
４４

４４
１０
．６
８

３９
８８
．６

９
２９

０
１

３０
０
．２
４３

合
計
１２
５
，２
７０

１２
，０
７１

１７
，８
１７

２９
，８
８８

２３
．９

１１
７

８８
６

１
，０
０３

３
．３
６

８７
５

８７
．２

３７
５

４５
４

３
４３

５０
０

０
．１
５ ４

東
部

５０
，６
８５

４
，３
６１

７
，３
１７

１１
，６
７８

２３
．０

５４
３９
４

４４
８

３
．８
４

３９
０

８７
．１

２２
１

１４
９

０
２０

１６
９

０
．１
７１

中
部

２０
，７
９６

４
，６
１２

１
，５
２３

６
，１
３５

２９
．５

４０
８４

１２
４

２
．０
２

９９
７９
．８

４５
４４

３
７

５４
０
．１
６３

西
部

５３
，７
８９

３
，０
９８

８
，９
７７

１２
，０
７５

２２
．４

２３
４０
８

４３
１

３
．５
７

３８
６

８９
．６

１０
９

２６
１

０
１６

２７
７

０
．１
３３

３９



５）マンモグラフィ併用検診について

平成１６年度 マンモグラフィ併用検診実績

受診者数

（人）
Ａ

受診者の
比 率
（％）

要精検者

（人）
Ｂ

要精検率

（％）
Ｃ＝Ｂ／Ａ

がん及び
がん疑い
（人）
Ｄ

が ん
発 見 率
（％）
Ｅ＝Ｄ／Ａ

視触診検査 ０ ０．０ ０ ０．００ ０ ０．００

岩 美 町 マンモグラフィ併用検診 ７５０ １００．０ ５ ０．６７ ４ ０．５３

計 ７５０ １００．０ ５ ０．６７ ４ ０．５３

視触診検査 ８５１ ７４．３ ３ ０．３５ ０ ０．００

伯 耆 町 マンモグラフィ併用検診 ２９５ ２５．７ ２９ ９．８３ ０ ０．００

計 １，１４６ １００．０ ３２ ２．７９ ０ ０．００

視触診検査 ４９２ ９３．５ ０ ０．００ ０ ０．００

日 南 町 マンモグラフィ併用検診 ３４ ６．５ ２ ５．８８ ０ ０．００

計 ５２６ １００．０ ２ ０．３８ ０ ０．００

視触診検査 ３５６ ８３．０ ４ １．１２ ０ ０．００

日 野 町 マンモグラフィ併用検診 ７３ １７．０ １０ １３．７０ ０ ０．００

計 ４２９ １００．０ １４ ３．２６ ０ ０．００

視触診検査 ０ ０．０ ０ ０．００ ０ ０．００

江 府 町 マンモグラフィ併用検診 ４１２ １００．０ ４４ １０．６８ １ ０．２４

計 ４１２ １００．０ ４４ １０．６８ １ ０．２４

視触診検査 １，６９９ ５２．１ ７ ０．４１ ０ ０．００

合 計 マンモグラフィ併用検診 １，５６４ ４７．９ ９０ ５．７５ ５ ０．３２

計 ３，２６３ １００．０ ９７ ２．９７ ５ ０．１５
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（３） 平成１６年度乳がん検診発見乳がん患者確定調査結果

１）登録届け出数 ４６

確定乳癌 ４６

鳥取市１６、米子市１０、倉吉市４、境港市３

岩美町４、北条町３、湯梨浜町１、大栄町１、琴浦町１

大山町１、伯耆町１、江府町１

４）年齢と病期分類

組織型 非浸潤癌 ２ 浸潤癌 ４４

早期癌 ２２ （マンモグラフィ発見 ３）

２）年齢構成 平均年齢 ５８．１歳

３）病期分類

４１
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５）検診歴

初回検診 １９例

繰り返し検診（２年以上） １５

（１年） １２

６）手術術式

乳房切除術 ２３ 不明 １

乳房温存術 ２０

薬物療法 ２

まとめ

１．平成１６年度検診発見乳癌は４６例で、マンモグラフィ単独による発見が３例あった。

２．平均年齢は５８．１歳。年齢による進行度に差は認めなかった。

３．非浸潤癌２例で前年度の９例より減少した。

４．温存術の割合が昨年に比べ低下した。

５．進行度と検診歴の間には関連は認めなかったが、経年検診に進行例が多い傾向であった。

進行度と検診歴

一次検診から二次検診までの期間

１週間以内 ２８例

１ケ月以内 １１

３ケ月以内 ５

６ケ月以上 １

４２



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成１６年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７４，３００人で、受診者数は５４，１７０人（地域検診：２４，６５０人、施設検診：２９，５２０人）で、

受診率は３１．１％であった。このうち要精検者数は４，３５２人（地域検診：１，５１８人、施設検診：２，８３４人）、

要精検率は８．０％、そのうち、精検受診者数は２，９５５人、精検受診率は６７．９％であった。精検の結果、

大腸がん１２３人、大腸がん疑い８人の合計１３１人が発見され、がん発見率は０．２４％であった。

確定調査の結果、確定がんは１１９人で、がん発見率は０．２２％である。受診者数、受診率、要精検率、

がん発見率ともに平成１５年度より減少したが、陽性反応適中度は差がなかった。

平成１５年度までは受診者数、受診率ともに微増であったが、平成１６年度は個人負担の増額等により

受診者数、受診率ともに減少した市町村もあった。依然として倉吉市の受診率が１５．６％と低率である。

受診率及び精検受診率の向上が、死亡率の低下につながると思われるので、各市町村で受診勧奨に努

めて頂きたい。また、平成１５年度に比べ要精検率１．２ポイント、がん発見率０．０４ポイント減少した。

要精検率の減少が、がん発見率の減少につながったと思われる。要精検率は地域検診６．２％、医療機

関検診９．６％で格差がある。

平成１５年度から１日２個法を導入した１３市町村（市町村合併により、市町村数に変動がある）は、

受診者数４３，０４２人で、受診率３１．５％、要精検率８．１％、精検受診率６７．７％、がん発見率０．２５６％、陽性

反応適中度３．１％であった。同一市町村の前年度（１日２個法）は、受診者数４４，１０４人で、受診率

３１．５％、要精検率９．６％、精検受診率６５．４％、がん発見率０．２８８％、陽性反応適中度３．０％であった。

同一市町村での平成１６年度のがん発見率は、平成１５年度より低かったが、陽性反応適中度は平成１６年

度の方が、平成１５年度より高く感度はまさっていた。

平成１６年度も２日法を実施した５市町村は、受診者数は７，０２１人で、受診率２３．４％、要精検率８．２％、

精検受診率６８．３％、がん発見率０．２１４％、陽性反応適中度２．６％であった。同一市町村に２町加えた７

市町村の前年度は、受診者数７，６０２人で、受診率２６．８％、要精検率８．２％、精検受診率７１．１％、がん発

見率０．２６３％、陽性反応適中度３．２％であった。平成１６年度の方が、がん発見率、陽性反応適中度とも

低かった。

また、平成１６年度に１日２個法を導入した１３市町村と２日法を実施した５市町村を比較したところ、

がん発見率は１日２個法が０．２５６％、２日法が０．２１４％で、１日２個法の方が高く、陽性反応適中度を

比較しても１日２個法が３．１％、２日法が２．６％で、１日２個法の方が高かった。

２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
平成１６年度に発見された大腸がん及び大腸がん疑い１３１例（地域検診：４１例、施設検診：９０例）に

ついて確定調査を行った結果、１１９例が確定癌で、そのうちの早期がんは７６例で、早期癌率は６３．９％

で、平成１５年度全国集計とほぼ同様な結果であった。

（１） 性及び年齢では男女とも６０以上から多く発見された。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」が６４．８％、早期癌では「�ｐ」「�sp」「�ｓ」が、進行癌では「２」

が大半を占めていた。平成１５年度全国平均とほぼ同様な結果であった。

（３） 大きさは、１０mm以下が２４．４％であった。５０mm以上の大きな症例も１１．８％を占め、多く発見さ

れている。また、EMRを施行し、大きさが記入していない症例が１６例もあった。

（４） Dukes分類は「Ａ」が７１．４％で、組織型分類は「Well」が５８．０％であった。

（５） 治療方法は外科手術（腹腔鏡下手術を含む）が６２例（５２．１％）、内視鏡治療は５５例（４６．２％）で

あった。

（６） 逐年検診発見進行大腸癌は２０例（東部８例、中部３例、西部９例）であった。
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（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １８１，６７７ １７９，９３３ １７５，１０３ １７７，２５４ １７９，２７４ １７４，３００

受 診 者 数（人） ４９，５４４ ４９，６７１ ５１，２９５ ５３，３３６ ５６，２１８ ５４，１７０

受 診 率（％） ２７．３ ２７．６ ２９．３ ３０．１ ３１．４ ３１．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ４５，０４６ ４５，１０８ ４７，１４１ ４８，９３１ ５１，０２４ ４９，８１８

要 精 検 者 数（人） ４，４９８ ４，５６３ ４，１５４ ４，４０５ ５，１９４ ４，３５２

要 精 検 率（％） ９．１ ９．２ ８．１ ８．３ ９．２ ８．０

精 密 検 査
精検受診者数（人） ２，９２０ ２，８５８ ２，５９３ ２，７６７ ３，４４９ ２，９５５

精 検 受 診 率（％） ６４．９ ６２．６ ６２．４ ６２．４ ６６．４ ６７．９

精密検査結果

大腸がんの者又は大腸が

んの疑いのある者（人）
１４７ １２７ １２４ １３８ １５７ １３１

大腸がん発見率（％） ０．３０ ０．２６ ０．２４ ０．２６ ０．２８ ０．２４

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） １３８ １１７ １１８ １２７ １４７ １１９

確 定 が ん 率（％） ０．２８ ０．２４ ０．２３ ０．２４ ０．２６ ０．２２

４４



３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診

機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ８，６１７ １３，９６１ ６２５ ７５６ ７，９９２ １３，２０５ ７．３ ５．４

フ ァ ル コ ４０５ ５１７ ４６ ２６ ３５９ ４９１ １１．４ ５．０

中 国 労 働
衛 生 協 会 ６０９ ５４１ ４０ ２５ ５６９ ５１６ ６．６ ４．６

病 院 ２，９５１ ４，６９１ ３３２ ３４９ ２，６１９ ４，３４２ １１．３ ７．４

診 療 所 ７，５５２ １４，３２６ ９４７ １，２０６ ６，６０５ １３，１２０ １２．５ ８．４

計 ２０，１３４ ３４，０３６ １，９９０ ２，３６２ １８，１４４ ３１，６７４ ９．９ ６．９

合 計 ５４，１７０ ４，３５２ ４９，８１８ ８．０

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査
受診者数（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん
発見率（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大 腸 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 ２１ ３２ ５５．３ ５８．２ １１ ２２ １０ ８ ０ ０ ０ ２ ０．０００ ０．１５８

４５～４９歳 ２３ ４７ ５２．３ ５９．５ ９ ２３ １４ ２４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５０～５４歳 ４３ ８４ ４９．４ ６５．１ １３ ５０ ３０ ３２ ０ ０ ０ ２ ０．０００ ０．０８１

５５～５９歳 ８３ １４１ ５９．７ ７２．７ ２８ ８２ ５２ ５５ ０ ０ ３ ４ ０．１７８ ０．１０９

６０～６４歳 １５５ ２５６ ６８．６ ８０．０ ５１ １１９ ９７ １２７ ０ ２ ７ ８ ０．２６５ ０．１９８

６５～６９歳 ２５５ ３１９ ６９．５ ７８．０ ７７ １３１ １６２ １７０ １ ０ １５ １８ ０．４４５ ０．３０２

７０～７４歳 ３１１ ３２４ ６９．３ ７２．８ ７８ １４５ ２１６ １６７ ２ １ １５ １１ ０．４０３ ０．１８８

７５～７９歳 ２５７ ２６５ ６７．１ ６７．１ ８４ １１３ １５９ １４７ ０ １ １４ ４ ０．４２１ ０．１０５

８０歳以上 １６５ １７４ ６４．２ ５１．８ ４５ ７１ １０５ ９７ １ ０ １４ ６ ０．７３７ ０．２０５

計 １，３１３ １，６４２ ６６．０ ６９．５ ３９６ ７５６ ８４５ ８２７ ４ ４ ６８ ５５ ０．３５８ ０．１７３

合 計 ２，９５５ ６７．９ １，１５２ １，６７２ ８ １２３ ０．２４２

（２） 平成１６年度大腸がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数（人） 一 次 検 診

受診者数（人） 受 診 率（％）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 ４，０９３ ６，６２６ ６４７ １，２６８ １５．８ １９．１ ３８ ５５ ６０９ １，２１３ ５．９ ４．３

４５～４９歳 ５，１６８ ７，３９７ ８０９ １，５６２ １５．７ ２１．１ ４４ ７９ ７６５ １，４８３ ５．４ ５．１

５０～５４歳 ７，０２１ １０，２２９ １，１７０ ２，４６５ １６．７ ２４．１ ８７ １２９ １，０８３ ２，３３６ ７．４ ５．２

５５～５９歳 ７，５５１ １０，７１５ １，６９０ ３，６６５ ２２．４ ３４．２ １３９ １９４ １，５５１ ３，４７１ ８．２ ５．３

６０～６４歳 ９，３９６ １３，００６ ２，６４３ ５，０４６ ２８．１ ３８．８ ２２６ ３２０ ２，４１７ ４，７２６ ８．６ ６．３

６５～６９歳 １０，５７７ １４，４９４ ３，５９６ ５，９６４ ３４．０ ４１．１ ３６７ ４０９ ３，２２９ ５，５５５ １０．２ ６．９

７０～７４歳 １０，４０４ １４，６４４ ４，２１８ ６，３７４ ４０．５ ４３．５ ４４９ ４４５ ３，７６９ ５，９２９ １０．６ ７．０

７５～７９歳 ７，８１６ １２，４１７ ３，３２７ ４，７６７ ４２．６ ３８．４ ３８３ ３９５ ２，９４４ ４，３７２ １１．５ ８．３

８０歳以上 ６，８１２ １５，９３４ ２，０３４ ２，９２５ ２９．９ １８．４ ２５７ ３３６ １，７７７ ２，５８９ １２．６ １１．５

計 ６８，８３８ １０５，４６２２０，１３４３４，０３６ ２９．２ ３２．３ １，９９０ ２，３６２ １８，１４４３１，６７４ ９．９ ６．９

合 計 １７４，３００ ５４，１７０ ３１．１ ４，３５２ ４９，８１８ ８．０

４５



精密検査結果（％） その他の疾病の内訳（％） 

大腸がん疑い 
0.3％ 

大腸がん 
4.2％ 

異常認めず 
39.0％ 

その他の疾患 
56.6％ 

その他 
18.1％ 

クローン病　0.0％ 

大腸憩室　12.4％ 

ポリープ（腺腫） 
47.2％ 

潰瘍性大腸炎 
0.3％ 

ポリープ（不明） 
14.5％ 

ポリープ（非腺腫） 
7.5％ 

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精 密 検 査
受診者数（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果

異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大 腸 が ん 大 腸 が ん
発見率（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ４２６ ５６９ ６８．２ ７５．３ １２３ ２８５ ２８２ ２６５ １ ０ ２０ １９ ０．２４４０．１３６

フ ァ ル コ ３９ ２３ ８４．８ ８８．５ ２３ １１ １５ １２ ０ ０ １ ０ ０．２４７０．０００

中 国 労 働
衛 生 協 会 ２５ １７ ６２．５ ６８．０ ９ ９ １６ ８ ０ ０ ０ ０ ０．００００．０００

集団検診小計 ４９０ ６０９ ６８．９ ７５．５ １５５ ３０５ ３１３ ２８５ １ ０ ２１ １９ ０．２２８０．１２７

病 院 １９９ ２１２ ５９．９ ６０．７ ５３ １０５ １３４ ９９ ０ ０ １２ ８ ０．４０７０．１７１

診 療 所 ６２４ ８２１ ６５．９ ６８．１ １８８ ３４６ ３９８ ４４３ ３ ４ ３５ ２８ ０．５０３０．２２３

医療機関小計 ８２３１，０３３ ６４．３ ６６．４ ２４１ ４５１ ５３２ ５４２ ３ ４ ４７ ３６ ０．４７６０．２１０

計 １，３１３１，６４２ ６６．０ ６９．５ ３９６ ７５６ ８４５ ８２７ ４ ４ ６８ ５５ ０．３５８０．１７３

合 計 ２，９５５ ６７．９ １，１５２ １，６７２ ８ １２３ ０．２４２

４６
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ａ
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市
町
村
別

市
町

村
名

対
象
者
数

（
人
）
Ａ

受
診

者
数

要
精

密
検

査
者

精
密
検
査
結
果
別
人
員

地
域
検
診

Ｂ

施
設
検
診

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

地
域
検
診

Ｆ

施
設
検
診

Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

要
精
検
率

（
％
）

Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

精
検

受
診
者
数

Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

異
常

認
め
ず
Ｌ

そ
の
他
の

疾
病 Ｍ

が
ん
疑
い

Ｎ

が
ん Ｏ

異
常
者

総
計
Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ
＝（
Ｎ
＋
Ｏ
）／
Ｄ

鳥
取
市

５３
，５
２３

４
，３
７０

１２
，３
２８

１６
，６
９８

３１
．２

２６
５

１
，０
４３

１
，３
０８

７
．８

８３
９

６４
．１

２９
９

５０
０

６
３４

５４
０

０
．２
４０

米
子
市

４６
，３
５２

９２
２

１１
，８
２５

１２
，７
４７

２７
．５

７２
１
，１
６５

１
，２
３７

９
．７

８１
６

６６
．０

３５
０

４２
７

０
３９

４６
６

０
．３
０６

○
倉
吉
市

１４
，２
２６

１
，５
５０

６７
２

２
，２
２２

１５
．６

１０
９

１０
０

２０
９

９
．４

１４
８

７０
．８

４９
９２

１
６

９９
０
．３
１５

境
港
市

１１
，９
０５

０
２
，３
７９

２
，３
７９

２０
．０

０
２８
０

２８
０

１１
．８

２３
７

８４
．６

５３
１７
６

０
８

１８
４

０
．３
３６

岩
美
町

２
，９
８２

１
，１
４５

２４
７

１
，３
９２

４６
．７

６３
１９

８２
５
．９

６８
８２
．９

３５
２７

０
６

３３
０
．４
３１

八
頭
町

６
，８
２４

３
，０
３４

１０
４

３
，１
３８

４６
．０

１６
４

２
１６
６

５
．３

１２
４

７４
．７

５２
６６

０
６

７２
０
．１
９１

若
桜
町

１
，３
３０

５２
５

２４
７

７７
２

５８
．０

２２
１９

４１
５
．３

３４
８２
．９

１６
１７

０
１

１８
０
．１
３０

智
頭
町

２
，８
９４

７９
１

３０
０

１
，０
９１

３７
．７

３１
２９

６０
５
．５

４６
７６
．７

２１
２２

１
２

２５
０
．２
７５

湯
梨
浜
町

３
，３
０７

１
，２
５９

２７
１

１
，５
３０

４６
．３

７７
６２

１３
９

９
．１

８８
６３
．３

３６
５１

０
１

５２
０
．０
６５

三
朝
町

１
，７
２５

８４
０

０
８４
０

４８
．７

３７
０

３７
４
．４

２０
５４
．１

６
１２

０
２

１４
０
．２
３８

○
北
条
町

２
，３
２５

５４
７

２０
６

７５
３

３２
．４

３５
４５

８０
１０
．６

４２
５２
．５

１４
２７

０
１

２８
０
．１
３３

○
大
栄
町

２
，５
４９

１
，５
５６

０
１
，５
５６

６１
．０

１１
７

０
１１
７

７
．５

８５
７２
．６

４２
４２

０
１

４３
０
．０
６４

○
琴
浦
町

７
，７
６９

１
，９
６５

３２
１
，９
９７

２５
．７

１２
８

６
１３
４

６
．７

９５
７０
．９

４４
４６

０
５

５１
０
．２
５０

南
部
町

１
，７
７４

４１
８

７０
３

１
，１
２１

６３
．２

２７
４９

７６
６
．８

３９
５１
．３

１９
１９

０
１

２０
０
．０
８９

伯
耆
町

３
，４
４０

１
，５
６８

０
１
，５
６８

４５
．６

１１
１

０
１１
１

７
．１

７４
６６
．７

３１
４１

０
２

４３
０
．１
２８

日
吉
津
村

４１
７

３３
８

０
３３
８

８１
．１

１６
０

１６
４
．７

１２
７５
．０

５
７

０
０

７
０
．０
００

大
山
町

５
，７
６９

１
，８
０６

１０
５

１
，９
１１

３３
．１

１２
０

９
１２
９

６
．８

９４
７２
．９

３７
５４

０
３

５７
０
．１
５７

日
南
町

２
，６
０２

８６
２

１０
１

９６
３

３７
．０

５５
６

６１
６
．３

４３
７０
．５

１４
２５

０
４

２９
０
．４
１５

○
日
野
町

１
，３
８５

４９
３

０
４９
３

３５
．６

３７
０

３７
７
．５

２４
６４
．９

１５
８

０
１

９
０
．２
０３

江
府
町

１
，２
０２

６６
１

０
６６
１

５５
．０

３２
０

３２
４
．８

２７
８４
．４

１４
１３

０
０

１３
０
．０
００

合
計
１７
４
，３
００

２４
，６
５０

２９
，５
２０

５４
，１
７０

３１
．１

１
，５
１８

２
，８
３４

４
，３
５２

８
．０

２
，９
５５

６７
．９

１
，１
５２

１
，６
７２

８
１２
３

１
，８
０３

０
．２
４２

東
部

６７
，５
５３

９
，８
６５

１３
，２
２６

２３
，０
９１

３４
．２

５４
５

１
，１
１２

１
，６
５７

７
．２

１
，１
１１

６７
．０

４２
３

６３
２

７
４９

６８
８

０
．２
４３

中
部

３１
，９
０１

７
，７
１７

１
，１
８１

８
，８
９８

２７
．９

５０
３

２１
３

７１
６

８
．０

４７
８

６６
．８

１９
１

２７
０

１
１６

２８
７

０
．１
９１

西
部

７４
，８
４６

７
，０
６８

１５
，１
１３

２２
，１
８１

２９
．６

４７
０

１
，５
０９

１
，９
７９

８
．９

１
，３
６６

６９
．０

５３
８

７７
０

０
５８

８ ２
８

０
．２
６１

４７
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次
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診
方
法
別

区
分

対
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（
人
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Ａ

受
診
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数

要
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検

査
者
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別
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員
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域

検
診

Ｂ

施
設

検
診

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

地
域

検
診

Ｆ

施
設

検
診

Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

要
精
検
率

（
％
）

Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

精
検

受
診
者
数

Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

異
常

認
め
ず

Ｌ

そ
の
他
の

疾
病

Ｍ

が
ん

疑
い
Ｎ

が
ん

Ｏ

異
常
者

総
計

Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ＝
（Ｎ
＋Ｏ
）／Ｄ

２
個
法（
１５
）
１４
６
，０
４６

１８
，５
３９

２８
，６
１０

４７
，１
４９

３２
．３

１
，０
９２

２
，６
８３

３
，７
７５

８
．０

２
，５
６１

６７
．８

９８
８

１
，４
５７

７
１０
９

１
，５
７３

０
．２
４６

２
日
法（
５
）

２８
，２
５４

６
，１
１１

９１
０

７
，０
２１

２４
．８

４２
６

１５
１

５７
７

８
．２

３９
４

６８
．３

１６
４

２１
５

１
１４

２３
０

０
．２
１４

合
計

１７
４
，３
００

２４
，６
５０

２９
，５
２０

５ ４
，１
７０

３１
．１

１
，５
１８

２
，８
３４

４
，３
５２

８
．０

２
，９
５５

６７
．９

１
，１
５２

１
，６
７２

８
１２
３

１
，８
０３

０
．２
４２

２
個
法

東
部（
５
）

６７
，５
５３

９
，８
６５

１３
，２
２６

２３
，０
９１

３４
．２

５４
５

１
，１
１２

１
，６
５７

７
．２

１
，１
１１

６７
．０

４２
３

６３
２

７
４９

６８
８

０
．２
４３

中
部（
２
）

５
，０
３２

２
，０
９９

２７
１

２
，３
７０

４７
．１

１１
４

６２
１７
６

７
．４

１０
８

６１
．４

４２
６３

０
３

６６
０
．１
２７

西
部（
８
）

７３
，４
６１

６
，５
７５

１５
，１
１３

２１
，６
８８

２９
．５

４３
３

１
，５
０９

１
，９
４２

９
．０

１
，３
４２

６９
．１

５２
３

７６
２

０
５７

８１
９

０
．２
６３

２
日
法

東
部（
０
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―

中
部（
４
）

２６
，８
６９

５
，６
１８

９１
０

６
，５
２８

２４
．３

３８
９

１５
１

５４
０

８
．３

３７
０

６８
．５

１４
９

２０
７

１
１３

２２
１

０
．２
１４

西
部（
１
）

１
，３
８５

４９
３

０
４９
３

３ ５
．６

３７
０

３７
７
．５

２４
６４
．９

１５
８

０
１

９
０
．２
０３

平
成
１５
年
度
実
績
と
の
比
較

１
平
成
１６
年
度
２
日
法
（
東
部
：
な
し
、
中
部
：
倉
吉
市
・
北
条
町
・
大
栄
町
・
琴
浦
町
、
西
部
：
日
野
町
）

地
区

受
診
者
数

受
診

率
要
精
検
者
数

要
精
検
率

精
検
受
診
者
数

精
検
受
診
率

精
密
検
査
結
果

内
訳

が
ん
発
見
率

陽
性
反
応
適
中
度

が
ん

疑
が

ん
そ
の
他
の
疾
病

異
常
認
め
ず

東
部

（
０
市
町
村
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

中
部

（
４
市
町
）

６
，５
２８

２３
．５

５４
０

８
．３

３７
０

６８
．５

１
１３

２０
７

１４
９

０
．２
１４

２
．６

西
部

（
１
町
）

４９
３

２１
．２

３７
７
．５

２４
６４
．９

０
１

８
１５

０
．２
０３

２
．７

合
計

７
，０
２１

２３
．４

５７
７

８
．２

３９
４

６８
．３

１
１４

２１
５

１６
４

０
．２
１４

２
．６

※
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
市
町
村
数
に
は
変
動
が
あ
る
。

４８



２
平
成
１５
年
度
２
日
法

地
区

受
診
者
数

受
診

率
要
精
検
者
数

要
精
検
率

精
検
受
診
者
数

精
検
受
診
率

精
密
検
査
結
果

内
訳

が
ん
発
見
率

陽
性
反
応
適
中
度

が
ん

疑
が

ん
そ
の
他
の
疾
病

異
常
認
め
ず

東
部

（
０
市
町
村
）

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

中
部

（
６
市
町
）

７
，０
２７

２６
．１

５８
２

８
．３

４１
７

７１
．６

０
１９

２１
１

１８
７

０
．２
７０

３
．３

西
部

（
１
町
）

５７
５

４０
．０

４４
７
．７

２８
６３
．６

０
１

１１
１６

０
．１
７４

２
．３

合
計

（
７
市
町
村
）

７
，６
０２

２６
．８

６２
６

８
．２

４４
５

７１
．１

０
２０

２２
２

２０
３

０
．２
６３

３
．２

※
Ｈ
１６
か
ら
１
日
２
個
法
を
導
入
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
実
績
か
ら
除
い
て
い
る
。

１
平
成
１６
年
度
１
日
２
個
法
（
東
部
：
鳥
取
・
岩
美
・
八
頭
・
若
桜
、
中
部
：
湯
梨
浜
・
三
朝
、
西
部
：
米
子
・
境
港
・
南
部
・
日
吉
津
・
大
山
・
日
南
・
江
府
）

地
区

受
診
者
数

受
診

率
要
精
検
者
数

要
精
検
率

精
検
受
診
者
数

精
検
受
診
率

精
密
検
査
結
果

内
訳

が
ん
発
見
率

陽
性
反
応
適
中
度

が
ん

疑
が

ん
そ
の
他
の
疾
病

異
常
認
め
ず

東
部

（
４
市
町
）

２１
，４
７２

３３
．８

１
，５
６１

７
．３

１
，０
４８

６７
．１

６
４７

６０
０

３９
５

０
．２
４７

３
．４

中
部

（
２
町
）

１
，９
６１

４７
．１

１４
８

７
．５

８７
５８
．８

０
３

５３
３１

０
．１
５３

２
．０

西
部

（
７
市
町
村
）

１９
，６
０９

２８
．４

１
，７
８９

９
．１

１
，２
３４

６９
．０

０
５４

７０
２

４７
８

０
．２
７５

３
．０

合
計

（
１３
市
町
村
）

４３
，０
４２

３１
．５

３
，４
９８

８
．１

２
，３
６９

６７
．７

６
１０
４

１
，３
５５

９０
４

０
． ２
５６

３
．１

※
市
町
村
合
併
に
よ
り
、
市
町
村
数
に
は
変
動
が
あ
る
。
ま
た
、
旧
市
町
村
で
平
成
１５
年
度
は
２
日
法
で
あ
っ
た
も
の
は
除
い
て
い
る
。

２
平
成
１５
年
度
１
日
２
個
法

地
区

受
診
者
数

受
診

率
要
精
検
者
数

要
精
検
率

精
検
受
診
者
数

精
検
受
診
率

精
密
検
査
結
果

内
訳

が
ん
発
見
率

陽
性
反
応
適
中
度

が
ん

疑
が

ん
そ
の
他
の
疾
病

異
常
認
め
ず

東
部

（
１３
市
町
村
）

２２
，１
０５

３４
．２

１
，９
７１

８
．９

１
，２
５４

６３
．６

２
６４

６６
８

５２
０

０
．２
９９

３
．３

中
部

（
３
町
村
）

１
，９
８２

４６
．８

１６
８

８
．５

１１
８

７０
．２

０
３

５７
５８

０
．１
５１

１
．８

西
部

（
１０
市
町
村
）

２０
，０
１７

２８
．１

２
，０
８３

１０
．４

１
，３
９０

６６
．７

５
５３

７５
６

５７
６

０
．２
９０

２
．８

合
計

（
２６
市
町
村
）

４４
，１
０４

３１
．５

４
，２
２２

９
．６

２
，７
６２

６５
．４

７
１２
０

１
，４
８１

１
，１
５４

０
．２
８８

３
．０

４９



（３） 平成１６年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果

表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 １９ １３ ９ ４１ ３７ ４ ４９ ９０ ５６ １７ ５８ １３１

確 定 癌 １６ １２ ８ ３６ ３３ ３ ４７ ８３ ４９ １５ ５５ １１９

腺 腫 ３ １ ０ ４ ３ ０ １ ４ ６ １ １ ８

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １

調 査 中 ０ ０ １ １ １ ０ １ ２ １ ０ ２ ３

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ １ ０ ０ １ ３ ５ ５ ５ ２０

女 １ ０ ０ ０ ３ ３ ５ ３ １ １６

計 １ １ ０ ０ ４ ６ １０ ８ ６ ３６

施

設

男 ０ ０ ０ ４ ５ １０ １２ ７ ９ ４７

女 ０ ０ ２ ４ ７ １１ ２ ４ ６ ３６

計 ０ ０ ２ ８ １２ ２１ １４ １１ １５ ８３

計
男 ０ １ ０ ４ ６ １３ １７ １２ １４ ６７

女 １ ０ ２ ４ １０ １４ ７ ７ ７ ５２

総 計 １ １ ２ ８ １６ ２７ ２４ １９ ２１ １１９

表３ 部位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０）

Ｒ ３ ７ １ １１ １０ １ ９ ２０ ３１（２６．１）

Ｓ ４ ３ ６ １３ １０ ２ ２１ ３３ ４６（３８．７）

Ｄ ２ １ ０ ３ ３ ０ ４ ７ １０（８．４）

Ｔ ２ ０ ０ ２ ３ ０ ７ １０ １２（１０．１）

Ａ ３ ０ １ ４ ６ ０ ４ １０ １４（１１．８）

Ｃ ２ １ ０ ３ １ ０ ２ ３ ６（５．０）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０）

計 １６ １２ ８ ３６ ３３ ３ ４７ ８３ １１９（１００．０）

５０



表４ 大きさ

大きさ

（�）

地 域 施 設 総 計

（％）東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ５ ４ １ １０ ８ １ １０ １９ ２９（２４．４）

１１～２０ ２ ２ ２ ６ ６ １ １２ １９ ２５（２１．０）

２１～５０ ７ ４ ２ １３ １０ ０ １２ ２２ ３５（２９．４）

５１～ １ ２ １ ４ ３ ０ ７ １０ １４（１１．８）

不明 １ ０ ２ ３ ６ １ ６ １３ １６（１３．４）

計 １６ １２ ８ ３６ ３３ ３ ４７ ８３ １１９（１００）

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計 （ ％ ）

０ ２２ ５４ ７６（６３．９）

１ １ ５ ６（５．０）

２ １２ ２２ ３４（２８．６）

３ ０ １ １（０．８）

４ ０ ０ ０（０．０）

５ １ １ ２（１．７）

不明 ０ ０ ０（０．０）

計 ３６ ８３ １１９（１００．０）

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

�ｐ １ １５ １６（２１．１）

�sp １２ ２０ ３２（４２．１）

�ｓ ５ ９ １４（１８．４）

�ａ ３ ５ ８（１０．５）

�ａ＋�ｃ ０ ３ ３（３．９）

�ｂ ０ ０ ０（０．０）

�ｃ １ ２ ３（３．９）

� ０ ０ ０（０．０）

その他 ０ ０ ０（０．０）

不明 ０ ０ ０（０．０）

計 ２２ ５４ ７６（１００．０）

表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

ｍ ４ ７ ２ １５ １ １９ ４８（４０．３）

sm ５ ０ ４ ８ ０ １１ ２８（２３．５）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０）

小計 ９ ７ ６ ２３ １ ３０ ７６（６３．９）

mp ２ ２ ０ ３ ２ ３ １２（１０．１）

ss ３ １ ２ ６ ０ ８ ２０（１６．８）

se ２ １ ０ １ ０ ３ ７（５．９）

si ０ １ ０ ０ ０ ３ ４（３．４）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０）

計 １６ １２ ８ ３３ ３ ４７ １１９（１００．０）

５１



表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ １０ １０ ６ ２５ ２ ３２ ８５（７１．４）

Ｂ ４ １ ０ ２ ０ ８ １５（１２．６）

Ｃ １ １ ２ ６ １ ５ １６（１３．４）

Ｄ １ ０ ０ ０ ０ ２ ３（２．５）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０（０．０）

計 １６ １２ ８ ３３ ３ ４７ １１９（１００．０）

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel ８ ７ ４ １９ ３ ２８ ６９（５８．０）

Mod ７ ４ ３ １２ ０ １４ ４０（３３．６）

Por ０ ０ １ ２ ０ ３ ６（５．０）

Muc １ １ ０ ０ ０ ０ ２（１．７）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２（１．７）

計 １６ １２ ８ ３３ ３ ４７ １１９（１００．０）

表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 １１ ５ ３ １６ ２ ２５ ６２（５２．１）

内視鏡治療 ５ ７ ５ １５ １ ２２ ５５（４６．２）

その他不明 ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２（１．７）

計 １６ １２ ８ ３３ ３ ４７ １１９（１００．０）

５２



表１１ 平成１６年度逐年検診発見進行癌

検診

方式
地区 No 年令 性 部位 大きさ 深達度 肉眼型 組織型

便潜血

結 果

前 年 度 検 査 結 果

検 診 方 式 便潜血結果 精密結果

地

域

検

診

東部

１ ７３ Ｆ Ｄ ３０� se ２ Wel ＋＋ 地 域 検 診 － ・ －

２ ７５ Ｍ Ｃ ２５� mp ５ Mod ＋＋ 地 域 検 診 － ・ －

３ ６８ Ｍ Ａ ４０� se ２ Mod ＋＋ 地 域 検 診 ＋ ・ ＋ 腺 腫

４ ８０ Ｍ Ｒ ２５� mp ２ Mod ＋＋ 地 域 検 診 － ・ －

中部

５ ６８ Ｍ R ７４� si ２ Muci －＋ 地 域 検 診 － ・ －

６ ７５ Ｍ Ｒ ２０� mp ２ Wel ＋＋ 地 域 検 診 ＋ ・ ＋ 未 受 診

７ ７０ Ｆ Ｃ ３２� mp １ Mod ＋＋ 地 域 検 診 － ・ －

西部
８ ８１ Ｍ Ａ ６０� ss ２ Por ＋＋ 地 域 検 診 － ・ －

９ ７１ Ｍ Ｓ ３２� ss ２ Mod ＋＋ 地 域 検 診 ＋ ・ ＋ 未 受 診

施

設

検

診

東部

１０ ６６ Ｆ Ｓ ２８� ss ２ Mod ＋＋ 未 受 診

１１ ７２ Ｍ Ｃ ６１� ss ２ Wel ＋＋ 未 受 診

１２ ６１ Ｍ Ｒ ４２� ss ２ Mod ＋＋ 地 域 検 診 ＋ ・ ＋ 未 受 診

１３ ６８ Ｍ Ｒ ４３� mp ２ Mod ＋＋ 施 設 検 診 － ・ ＋ 未 受 診

西部

１４ ８０ Ｍ Ｓ ３０� se ２ Mod ＋＋ 未 受 診

１５ ７２ Ｆ Ａ ６２� ss ２ Por ＋＋ 施 設 検 診 － ・ －

１６ ６７ Ｍ Ｃ ７５� ss ２ Mod ＋＋ 施 設 検 診 ＋ ・ ＋ 未 受 診

１７ ７２ Ｍ Ｔ ４５� si ２ Mod －＋ 施 設 検 診 － ・ －

１８ ５７ Ｆ Ｄ ５５� se １ Mod ＋＋ 施 設 検 診 － ・ －

１９ ８２ Ｆ Ｄ ２０� ss ２ Mod ＋＋ 施 設 検 診 － ・ －

２０ ７３ Ｍ Ｓ １９� mp ５ Wel ＋＋ 施 設 検 診 － ・ －

５３



６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）平成１６年度肝臓がん検診実績について

平成１６年度は１７市町村で実施し、対象者数５４，９２４人のうち、受診者数は５，５５４人で、受診率は

１０．１％であった。検査の結果、HBs抗原のみ陽性者は１２１人、HCV抗体のみ陽性者は５０人、HBs

抗原・HCV抗体ともに陽性者が６人であった。よって、HBs抗原陽性率２．３％、HCV抗体陽性率

１．０％であった。前年度と同様な結果であった。

要精検者１７７人のうち精検受診者は９７人であり、精検受診率は５４．８％であった。他のがん検診

と比較しても、精検受診率が非常に低い。特に病院で一次検診を受診した人の精検受診率が

１７．９％と非常に低い。

基本健康診査における肝炎ウイルス検査は１６市町村が実施、単県の肝臓がん検診は９市町村が

実施。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について

平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１６市

町村で実施された。結果は以下のとおりである。

年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施

・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）

・原則、基本健診と同時実施。単独も可

・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可

・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）

・節目検診（４０―７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０―１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） Ｈ１４―と同様

肝臓がん検診（単県）

・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に

・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一

・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

区 分
健康指導

対 象 者

定期検査

受診者数

定 期 検 査 結 果

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん がん疑い

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 １，０７８ ４８０
９８

（２０．４％）

５

（１．０％）

２

（０．４％）

２

（０．４％）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 １，１２５ ６０４
３０４

（５０．３％）

２８

（４．６％）

５

（０．８％）

１０

（１．７％）

５４



３）平成７～１６年度の１０年間を集計すると、平成７～９年度の検診時において、市町村から報告の

あった対象者数１９２，３１５人に対し、受診者数８８，８３４人、推計受診率４６．２％である。そのうちHBs

抗原陽性者は２，２８０人（２．５７％）、HCV抗体陽性者は３，３６１人（３．７８％）であった。HCV抗体陽性

率は６０歳以上が高く、HBs抗原陽性率は４０～５４歳が高い傾向は例年と同様であった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
１）平成１６年度肝臓がん検診からはがん及びがん疑いが３名発見され、そのうち確定癌は１名で

あった。また、肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、がん

及びがん疑いの者が１８名発見され、そのうち５名は過去の検診、定期検査で既にがんと診断され

ていた。残り１３名の確定調査を行った結果、肝臓癌が８名、胃癌による転移性肝癌が１名、過去

に肝臓癌が見つかり、治療されていたが、現在、癌は見つかっていないものが２名であった。

２）平成７年～１５年度肝臓がん検診発見がん患者のうち、１７例が確定癌であり、そのうち１６例は死

亡、生存中は１例であった。また、平成１０～１５年度定期検査確定がんが４０例で、そのうち２１例

（他病死を含む）が死亡、１９例は生存中である。

５５



（１） 平成１６年度肝臓がん検診結果（基本健康診査における肝炎ウイルス検査＋県単独肝臓がん検診）

１）事業別結果

ａ．一次検診 実施市町村数＝１７ 未実施市町村数＝３

区 分 対象者数 受診者数 受診率
HBs

陽性者

HCV

陽性者

HBs ・ HCV

ともに陽性者

HBs

陽性率

HCV

陽性率

肝炎ウイルス検査（国庫） ４１，３０９ ４，９７５ １２．０％ １０２ ４２ ６ ２．２％ １．０％

肝 臓 が ん 検 診（単県） １３，６１５ ５７９ ４．３％ １９ ８ ０ ３．３％ １．４％

合 計 ５４，９２４ ５，５５４ １０．１％ １２１ ５０ ６ ２．３％ １．０％

※各陽性者数にはＢ型、Ｃ型ともに陽性である者が含まれるため、各陽性者数の合計は下段の要精検者数に一致し

ない。

ｂ．精密検査

区 分 要精検者数 精検受診者数 精検受診率 肝臓がん 肝臓がん疑い がん発見率

肝炎ウイルス検査（国庫） １５０ ８０ ５３．３％ ２ １ ０．０６％

肝 臓 が ん 検 診（単県） ２７ １７ ６３．０％ ０ ０ ０．００％

合 計 １７７ ９７ ５４．８％ ２ １ ０．０５％

２）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

一 次 検 診

受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
HBs抗原

陽性率（％）

HCV抗体

陽性率（％）HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

陽 性
異常なし

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 １２２ ３８０ ２ ６ ０ １ ０ ０ １２０ ３７３ １．６ １．６ ０．０ ０．３

４５～４９歳 ７３ ２８６ ２ ４ ０ ０ ０ ０ ７１ ２８２ ２．７ １．４ ０．０ ０．０

５０～５４歳 １５１ ３７０ ５ ７ １ ０ １ ０ １４４ ３６３ ４．０ １．９ １．３ ０．０

５５～５９歳 ２２９ ５０５ ５ ９ ２ ５ １ １ ２２１ ４９０ ２．６ ２．０ １．３ １．２

６０～６４歳 ３３２ ５８４ １３ １３ ６ ２ ０ ０ ３１３ ５６９ ３．９ ２．２ １．８ ０．３

６５～６９歳 ３９５ ５６９ １４ １３ ３ ６ ０ ０ ３７８ ５５０ ３．５ ２．３ ０．８ １．１

７０～７４歳 ４６８ ６３１ １３ １０ ８ ６ １ １ ４４６ ６１４ ３．０ １．７ １．９ １．１

７５～７９歳 １１５ １４３ ０ １ １ ３ ０ ０ １１４ １３９ ０．０ ０．７ ０．９ ２．１

８０歳以上 ７５ １２６ １ ３ ０ ６ ０ １ ７４ １１６ １．３ ３．２ ０．０ ５．６

計 １，９６０ ３，５９４ ５５ ６６ ２１ ２９ ３ ３ １，８８１ ３，４９６ ３．０ １．９ １．２ ０．９

合 計 ５，５５４ １２１ ５０ ６ ５，３７７ ２．３ １．０

５６



３
）
精
密
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢

区
分

精
密
検
査

受
診
者
数

（
人
）

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見
率

（
％
）

健
康
指
導
対
象
者
診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪
肝

慢
性
肝
炎

肝
硬
変

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳
Ｂ
型
陽
性

１
１

０
１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
１

０
１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

４５
～
４９
歳
Ｂ
型
陽
性

１
２

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
２

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

５０
～
５４
歳
Ｂ
型
陽
性

３
１

２
０

０
０

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３
１

２
０

０
０

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

５５
～
５９
歳
Ｂ
型
陽
性

３
５

２
５

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
２

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３
７

２
７

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

６０
～
６４
歳
Ｂ
型
陽
性

９
８

６
３

０
３

１
１

０
１

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

３
１

０
０

０
０

３
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１２
９

６
３

０
３

４
２

０
１

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

６５
～
６９
歳
Ｂ
型
陽
性

６
４

４
２

０
１

１
１

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
７

０
２

０
０

０
５

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

６
１１

４
４

０
１

１
６

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０
０
．２
５３

―

７０
～
７４
歳
Ｂ
型
陽
性

７
１０

６
７

０
０

０
２

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

１
０

Ｃ
型
陽
性

５
５

１
１

０
０

２
３

１
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
１

全
体

１２
１５

７
８

０
０

２
５

１
０

０
０

０
１

１
０

０
０

１
１
０
．２
１４
０
．１
５８

７５
～
７９
歳
Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
１

０
１

０
０

０
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

８０
歳
以
上
Ｂ
型
陽
性

２
２

１
２

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
６

０
３

０
０

０
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
８

１
５

０
０

１
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

計
Ｂ
型
陽
性

３２
３４

２２
２３

０
４

５
５

１
１

２
０

０
１

１
０

０
０

１
０
０
．０
５１
０
．０
２８

Ｃ
型
陽
性

１０
２１

１
８

０
０

５
１２

３
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
１
０
．０
５１

―
全

体
４２

５５
２３

３１
０

４
１０

１７
４

１
２

０
０

１
２

０
０

０
１

１
０
．１
０２
０
．０
２８

合
計
Ｂ
型
陽
性

６６
４５

４
１０

２
２

１
１

０
１

Ｃ
型
陽
性

３１
９

０
１７

３
０

０
１

０
１

全
体

９７
５４

４
２７

５
２

１
２

０
２

０
．０
５４

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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検
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別

ａ
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一
次
検
診
結
果

一
次
検
診
機
関

一
次
検
診
受
診
者
数（
人
）

一
次

検
診

結
果

H
B
s抗
原
陽
性
率

（
％
）

H
C
V
抗
体
陽
性
率

（
％
）

H
B
s抗
原
の
み
陽
性

H
C
V
抗
体
の
み
陽
性

H
B
s・
H
C
V
陽
性

異
常
な
し

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

直
営

３１
２３

１
０

０
０

０
０

３０
２３

３
．２

０
．０

０
．０

０
．０

保
健
事
業
団

４２
２

５７
５

１７
１４

６
７

０
０

３９
９

５５
４

４
．０

２
．４

１
．４

１
．２

中
国
労
働
衛
生
協
会

３２
６３

３
３

０
０

０
０

２９
６０

９
．４

４
．８

０
．０

０
．０

病
院

３４
１

４９
７

９
９

３
３

３
１

３２
６

４８
４

３
．５

２
．０

１
．８

０
．８

診
療

所
１
，１
３４

２
，４
３６

２５
４０

１２
１９

０
２

１
，０
９７

２
，３
７５

２
．２

１
．７

１
．１

０
． ９

計
１
，９
６０

３
，５
９４

５５
６６

２１
２９

３
３

１
，８
８１

３
，４
９６

３
．０

１
．９

１
．２

０
．９

合
計

５
，５
５４

１２
１

５０
６

５
，３
７７

２
．３

１
．０
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精
密
検
査
結
果
（
総
合
）（
％
）
 

脂
肪
肝
 

4.
1％
 

慢
性
肝
炎
 

27
.8
％
 

肝
硬
変
　
5.
2％
 

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
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（２） 基本健康診査における肝炎ウイルス検査

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

受診者数

（人）

HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

陽 性
異常なし

HBs抗原

陽性率（％）

HCV抗体

陽性率（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １１３ ３４７ ２ ６ ０ １ ０ ０ １１１ ３４０ １．８ １．７ ０．０ ０．３

４５～４９ ６５ ２６３ ２ ４ ０ ０ ０ ０ ６３ ２５９ ３．１ １．５ ０．０ ０．０

５０～５４ １２２ ３２４ ４ ７ １ ０ １ ０ １１６ ３１７ ４．１ ２．２ １．６ ０．０

５５～５９ １８８ ４６０ ４ ８ ２ ５ １ １ １８１ ４４６ ２．７ ２．０ １．６ １．３

６０～６４ ２５３ ５２２ ６ １０ ３ ２ ０ ０ ２４４ ５１０ ２．４ １．９ １．２ ０．４

６５～６９ ３３７ ５３５ １１ １１ ２ ６ ０ ０ ３２４ ５１８ ３．３ ２．１ ０．６ １．１

７０～７４ ４３０ ６１４ １３ １０ ７ ６ １ １ ４０９ ５９７ ３．３ １．８ １．９ １．１

７５～７９ ９７ １２３ ０ １ １ １ ０ ０ ９６ １２１ ０．０ ０．８ １．０ ０．８

８０歳以上 ６７ １１５ １ ２ ０ ５ ０ １ ６６ １０７ １．５ ２．６ ０．０ ５．２

計 １，６７２ ３，３０３ ４３ ５９ １６ ２６ ３ ３ １，６１０ ３，２１５ ２．８ １．９ １．１ ０．９

合 計 ４，９７５ １０２ ４２ ６ ４，８２５ ２．２ １．０

６１
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０
０

０
０

―
―

５５
～
５９

Ｂ
型
陽
性

２
５

１
５

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
２

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
７

１
７

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

６０
～
６４

Ｂ
型
陽
性

４
７

２
３

０
２

０
１

０
１

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
１

０
０

０
０

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

５
８

２
３

０
２

１
２

０
１

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

６５
～
６９

Ｂ
型
陽
性

４
４

２
２

０
１

１
１

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
７

０
２

０
０

０
５

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

４
１１

２
４

０
１

１
６

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０
０
．２
９７

―

７０
～
７４

Ｂ
型
陽
性

７
１０

６
７

０
０

０
２

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

１
０

Ｃ
型
陽
性

４
５

１
１

０
０

２
３

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
１

全
体

１１
１５

７
８

０
０

２
５

０
０

０
０

０
１

１
０

０
０

１
１
０
．２
３３
０
．１
６３

７５
～
７９

Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

８０
歳
以
上
Ｂ
型
陽
性

２
１

１
１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
５

０
３

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
６

１
４

０
０

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

計
Ｂ
型
陽
性

２３
３２

１４
２２

０
３

４
５

１
１

２
０

０
１

１
０

０
０

１
０
０
．０
６０
０
．０
３０

Ｃ
型
陽
性

５
２０

１
８

０
０

３
１１

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
１
０
．０
６０

―
全

体
２８

５２
１５

３０
０

３
７

１６
１

１
２

０
０

１
２

０
０

０
１

１
０
．１
２０
０
．０
３０

合
計
Ｂ
型
陽
性

５５
３６

３
９

２
２

１
１

０
１

Ｃ
型
陽
性

２５
９

０
１４

０
０

０
１

０
１

全
体

８０
４５

３
２３

２
２

１
２

０
２

０
．０
６０

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

６２



（３） 県単独肝臓がん検診

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

受診者数

（人）

HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

ともに陽性
異常なし

HBs抗原

陽性率（％）

HCV抗体

陽性率（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ９ ３３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ９ ３３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９ ８ ２３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ２３ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４ ２９ ４６ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２８ ４６ ３．４ ０．０ ０．０ ０．０

５５～５９ ４１ ４５ １ １ ０ ０ ０ ０ ４０ ４４ ２．４ ２．２ ０．０ ０．０

６０～６４ ７９ ６２ ７ ３ ３ ０ ０ ０ ６９ ５９ ８．９ ４．８ ３．８ ０．０

６５～６９ ５８ ３４ ３ ２ １ ０ ０ ０ ５４ ３２ ５．２ ５．９ １．７ ０．０

７０～７４ ３８ １７ ０ ０ １ ０ ０ ０ ３７ １７ ０．０ ０．０ ２．６ ０．０

７５～７９ １８ ２０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ １８ １８ ０．０ ０．０ ０．０ １０．０

８０歳以上 ８ １１ ０ １ ０ １ ０ ０ ８ ９ ０．０ ９．１ ０．０ ９．１

計 ２８８ ２９１ １２ ７ ５ ３ ０ ０ ２７１ ２８１ ４．２ ２．４ １．７ １．０

合 計 ５７９ １９ ８ ０ ５５２ ３．３ １．４

６３



２
）
精
密
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢

区
分

精
密
検
査

受
診
者
数

（
人
）

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見
率

（
％
）

健
康
指
導
対
象
者
診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪
肝

慢
性
肝
炎

肝
硬
変

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

４５
～
４９

Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

５０
～
５４

Ｂ
型
陽
性

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

５５
～
５９

Ｂ
型
陽
性

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

６０
～
６４

Ｂ
型
陽
性

５
１

４
０

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
０

０
０

０
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

７
１

４
０

０
１

３
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

６５
～
６９

Ｂ
型
陽
性

２
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

７０
～
７４

Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

７５
～
７９

Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

８０
歳
以
上
Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
１

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
２

０
１

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

計
Ｂ
型
陽
性

９
２

８
１

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

５
１

０
０

０
０

２
１

３
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１４
３

８
１

０
１

３
１

３
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

合
計
Ｂ
型
陽
性

１１
９

１
１

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

６
０

０
３

３
０

０
０

０
０

全
体

１７
９

１
４

３
０

０
０

０
０

―

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

６４



（
４
）
平
成
７
～
１６
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
定
期
検
査
結
果

１
）
平
成
１６
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
年
代
別
定
期
検
査
結
果
報
告

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
１６
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
数
）

受
診
者

数
（
平
成
１７
年
３
月

３１
日
現
在
の
実

人
数
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の

疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

１９
２０

２
２

２
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９

２７
４２

３
１６

３
１０

０
１

０
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

５０
～
５４

５５
７１

１１
３３

１０
２０

０
２

１
１１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５５
～
５９

５０
１０
７

１６
４６

１０
３７

１
３

４
６

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

６０
～
６４

５８
１１
５

２０
６５

１１
５０

１
３

６
９

１
１

０
０

０
０

０
０

０
１

１
１

６５
～
６９

５４
９９

２６
５４

１４
３６

０
３

１１
１２

０
０

１
０

０
０

０
１

０
１

０
１

７０
～
７４

５２
９６

２３
５５

１４
３９

１
２

６
１１

０
０

０
０

１
１

０
０

０
２

１
０

７５
～
７９

３７
７９

２９
３３

１９
２４

１
１

６
７

１
１

０
０

０
０

０
０

１
０

１
０

８０
歳
以
上

３２
６５

１９
２７

１５
２２

１
１

２
２

０
１

０
０

０
０

０
０

１
０

０
１

計
３８
４

６９
４

１４
９

３３
１

９８
２４
０

５
１６

３６
６２

２
３

１
０

１
１

１
１

２
４

３
４

合
計

１
，０
７８

４８
０

３３
８

２１
９８

５
１

２
２

６
７

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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業
で
の
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ー
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不
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要
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る
と
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た
者
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す
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健 康 指 導

対象者数（人）

定 期 検 査

受 診 者 数
慢 性 肝 炎 肝 硬 変

肝 臓 が ん 疑 い

または肝臓がん

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者

（％）
１，０７８

４８０

（１００）

９８

（２０．４）

５

（１．０）

４

（０．８３）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者

（％）
１，１２５

６０４

（１００）

３０４

（５０．３）

２８

（４．６）

１５

（２．４８）

（５） 平成７～１６年度年代別肝臓がん検診結果

年 齢

一次検診

受診者数（人）

HBs抗原

陽性者（人）

HBs抗原

陽性率（％）

HCV抗体

陽性者（人）

HCV抗体

陽性率（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 １，９５２ ４，２３７ ８５ １２５ ４．３５ ２．９５ ３２ ４４ １．６４ １．０４

４５～４９歳 ２，０５０ ４，６３９ １０８ １７３ ５．２７ ３．７３ ３２ ９１ １．５６ １．９６

５０～５４歳 ２，０７１ ５，６２５ １０８ ２０３ ５．２１ ３．６１ ３１ １４８ １．５０ ２．６３

５５～５９歳 ２，３５４ ６，８５３ ７７ ２０８ ３．２７ ３．０４ ６５ ２３９ ２．７６ ３．４９

６０～６４歳 ４，９９９ １０，３４４ １４７ ２１６ ２．９４ ２．０９ １７４ ４４６ ３．４８ ４．３１

６５～６９歳 ６，２８３ １０，６５２ １６２ ２１７ ２．５８ ２．０４ ２７２ ４９３ ４．３３ ４．６３

７０～７４歳 ５，５６１ ８，８６８ １０２ １５４ １．８３ １．７４ ２７７ ４１９ ４．９８ ４．７２

７５～７９歳 ２，７１５ ４，６０５ ５３ ６９ １．９５ １．５０ １３９ ２１９ ５．１２ ４．７６

８０歳以上 １，８９８ ３，１２８ ２０ ５３ １．０５ １．６９ １０４ １３６ ５．４８ ４．３５

計 ２９，８８３ ５８，９５１ ８６２ １，４１８ ２．８８ ２．４１ １，１２６ ２，２３５ ３．７７ ３．７９

合 計 ８８，８３４ ２，２８０ ２．５７ ３，３６１ ３．７８

６６



（６） 肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について

１）平成１６年度肝臓がん検診発見がんまたはがん疑い

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１ ７２ 男 肝癌 PEIT ０４．８．２． ２ 個 S１５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ２１９
２ ６５ 男 癌なし Ｂ ５

（肝癌 切除 ０３．１．２４． 単 発 S１ １５×１５ 腫瘤 有）
３ ７０ 女 癌なし Ｂ ２

２）平成１６年度定期検査による発見がんまたはがん疑い

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１ ５６ 男 肝癌 RFA ０４．４．７． 単 発 S７／８ ２３×２６ 腫瘤 有 Ｂ ８
２ ７８ 女 肝癌 TAE ０４．５．１９． 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 不明 Ｃ １４４７
３ ８０ 女 癌なし Ｃ ３６７

４ ７５ 男 肝癌 TAI ０５．１．６． ３ 個 S５６８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ ８０

５ ６８ 男 肝癌 切除 ０４．９．１３． 単 発 S６ ３０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ５

６ ７２ 女 肝癌 Ｔ／Ｒ ０４．１０． ２ 個 S８６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ／Ｃ ４４

７ ８２ 男 癌なし Ｃ ２

８ ６２ 男 肝癌 TAE ０３．４． 不 明 不明 不明 腫瘤 無 Ｃ １０５５

９ ７９ 女 肝癌 TAE ０４．１．８． 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ５５

１０ ７９ 男 肝癌 PEIT 不 明 不 明 不明 不明 不明 有 Ｂ ８１９
１１ ６５ 女 転移性肝癌（原発胃癌） 多 発 不明 不明 不明 不明 Ｂ （CEA１５５）
１２ ８３ 男 癌なし Ｃ ３

（肝癌 切除 ００．１２．５． 単 発 S７ ７５×７５ 腫瘤 無）
１３ ７５ 男 癌なし Ｃ ７

（肝癌 TAE ０２．７． ２ 個 S７ ５０×５０ 腫瘤 有）

１４ ７５ 女 肝癌 １５年度報告済
１５ ７６ 女 肝癌 １５年度報告済
１６ ８１ 男 肝癌 １５年度報告済
１７ ７６ 男 肝癌 １５年度報告済

６７



３）平成７～１５年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６． 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６． ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３． 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０． 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１． 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５． ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１． ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９． 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８． ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１． 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ５か月後再発
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７． ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ ４年２か月後死亡
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５． 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８． 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ ４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４． ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ ５年８か月後死亡
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９． 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８． 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ２年１か月後再発
２０ ７０ 女 ００．７．２． Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５． 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９． 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ ３年８か月後再発
２３ ７６ 女 Ｔ／Ｐ ０１．８．１． 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １年８か月後再発
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６． 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
２５ ７５ 女 Ｔ／Ｐ ０２．３．４． 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ５か月後再発
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０． 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 Ｔ／Ｐ ０２．１０．１０． 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．０６．２７． ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６． 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ ９か月後再発
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６． 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ ８か月後再発
３１ ７８ 女 Ｔ／Ｒ ０２．９．２４． 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３． 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
３３ ７６ 男 切除 ０４．２．９． ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ １年後再発
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４． 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０． 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３． ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ 生存中
３７ ９１ 女 NT ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ 生存中
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後死亡
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後再発
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５． 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中

４）平成７年～１５年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４． 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡
２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０． 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 死亡
３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３． 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５． 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡
５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９． ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡
６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５． ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡
７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１． ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡
８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２． 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡
９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７． 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡
１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７． ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡
１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７． ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４． 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡
１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３． 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡
１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１． 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡
１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５． ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡
１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３． 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡
１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９． 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡

６８



７．全国がん検診実績との比較

（単位：人 ％）

区 分 平成１６年度実績（鳥取県） 平成１６年度実績（全国）

胃

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １６７，９００ ３４，０５９，６０５

受 診 者 数（人） ４６，６２９ ４，３７６，６９９

受 診 率（％） ２７．８ １２．９

受 診 率 順 位 ３位 ―

要 精 検 者 数（人） ３，１０４ ４８６，４３７

要 精 検 率（％） １０．７ １１．１

精 検 受 診 者 数（人） ２，３７２ ３６０，６１８（４１０，０５１）

精 検 受 診 率（％） ７６．４ ７４．１（ ８４．３）

がん又はがんの疑いのある者（人） １６３ ６，４３９

が ん 発 見 率（％） ０．３５ ０．１５

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対 象 者 数（人） １２２，８６８ ２９，３７３，１０４

受 診 者 数（人） ２６，３３３ ３，９９５，０２１

受 診 率（％） ２１．４ １３．６

受 診 率 順 位 ８位 ―

要 精 検 者 数（人） ９７ ４０，０３３

要 精 検 率（％） ０．３７ １．００

精 検 受 診 者 数（人） ７８ ２５，７０４（３２，６３４）

精 検 受 診 率（％） ８０．４ ６４．２（ ８１．５）

がん又はがんの疑いのある者（人） ３５ １，９６０

が ん 発 見 率（％） ０．１３ ０．０５

肺

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７５，８７３ ３３，４２２，７７５

受 診 者 数（人） ６０，１１３ ７，７６９，６３５

受 診 率（％） ３４．２ ２３．２

受 診 率 順 位 １６位 ―

要 精 検 者 数（人） １，７９１ ２１６，５７３

要 精 検 率（％） ２．９８ ２．７９

精 検 受 診 者 数（人） １，４３３ １５２，０７０（１８６，４１０）

精 検 受 診 率（％） ８０．０ ７０．２（ ８６．１）

がん又はがんの疑いのある者（人） ９３ ３，７０６

が ん 発 見 率（％） ０．１５ ０．０５

６９



区 分 平成１６年度実績（鳥取県） 平成１６年度実績（全国）

乳

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １２５，２７０ ２３，９２７，０１８

受 診 者 数（人） ２９，８８８ ２，６９８，９４７

受 診 率（％） ２３．９ １１．３

受 診 率 順 位 ２位 ―

要 精 検 者 数（人） １，００３ １７３，９０３

要 精 検 率（％） ３．３６ ６．４４

精 検 受 診 者 数（人） ８７５ １３７，０００（１５５，７３８）

精 検 受 診 率（％） ８７．２ ７８．８（ ８９．６）

がん又はがんの疑いのある者（人） ４６ ５，０９１

が ん 発 見 率（％） ０．１５ ０．１９

大

腸

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７４，３００ ３５，９２８，５９５

受 診 者 数（人） ５４，１７０ ６，４３０，４５０

受 診 率（％） ３１．１ １７．９

受 診 率 順 位 ４位 ―

要 精 検 者 数（人） ４，３５２ ４４８，５５５

要 精 検 率（％） ８．０３ ６．９８

精 検 受 診 者 数（人） ２，９５５ ２４２，８４７（３３１，４３７）

精 検 受 診 率（％） ６７．９ ５４．１（ ７３．９）

がん又はがんの疑いのある者（人） １３１ ９，９９５

が ん 発 見 率（％） ０．２４ ０．１６

（出典） 鳥取県数値（受診率順位を除く）＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料

全国数値及び鳥取県の受診率順位＝地域保健・老人保健事業報告（厚生労働省）

（注） １ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・老

人報告事業報告」に記載された数値とは異なる場合がある。

２ 全国集計の精検受診者数、受診率の（ ）は、精検結果が未把握の者が含まれた数値です。

３ 肺がん検診の数値は、喀痰検査のみ受診した者の数値を含まない。
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�．平成１７年度各がん検診従事者講習会及び

症例研究会開催状況



平
成
１７
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１８
年
２
月
２５
日（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時
倉
吉
市

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
１３
０
名
演
題
：「
福
岡
地
区
に
お
け
る
胃
が
ん
検
診
の
現
状
と
問
題
点
―
�
線
検
査
の

役
割
に
つ
い
て
―
」

講
師
：
福
岡
大
学
病
院
放
射
線
科
講
師

北
川
晋
二
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

岡
田
克
夫
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

野
口
直
哉
先
生

西
部
―
１
例
：
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー

木
村

修
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
検
討
会

平
成
１８
年
２
月
５
日（
日
）

午
後
４
時
～

午
後
５
時
５０
分

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

４９
名
演
題
：「
子
宮
頚
部
初
期
病
変
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
器
官
制
御
外
科
学
講
座
生
殖
機
能
医
学
分
野

助
手

大
石
徹
郎
先
生

症
例
提
示
４
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１８
年
２
月
１８
日（
土
）

午
後
４
時
～

午
後
６
時
１０
分

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

５６
名
演
題
：「
肺
が
ん
の
早
期
診
断
」

講
師
：
公
立
学
校
共
済
組
合
近
畿
中
央
病
院
放
射
線
科
部
長

栗
山
啓
子
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

万
木
英
一
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
２
例
：
鳥
大
医

胸
部
外
科

谷
口
雄
司
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及

び
第
１３
回
烏
取
県
検
診
発
見
乳

が
ん
症
例
検
討
会

平
成
１７
年
７
月
３０
日（
土
）

午
後
４
時
～

午
後
６
時
１０
分

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

８８
名
演
題
：「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
石
灰
化
病
変
に
対
す
る
診
断
の
現
状
」

講
師
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院
外
科
医
長

林
英
一
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

小
寺
正
人
先
生

中
部
―
１
例
：
烏
取
県
立
厚
生
病
院

原
田
真
吾
先
生

西
部
―
１
例
：
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー

鈴
木
喜
雅
先
生

西
部
―
１
例
：
博
愛
病
院

村
田
陽
子
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１７
年
８
月
２７
日（
土
）

午
後
４
時
～

午
後
５
時
４０
分

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館
１２
０
名
演
題
：「
大
腸
が
ん
最
近
の
話
題
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
２
内
科
講
師

八
島
一
夫
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

岡
本
健
志
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

玉
井
伸
幸
先
生

西
部
―
１
例
：
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー

木
村

修
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１８
年
２
月
４
日（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時
倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

８８
名
演
題
「
肝
細
胞
癌
に
対
す
る
生
体
肝
移
植
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
１
外
科
講
師

廣
岡
保
明
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

松
木

勉
先
生

中
部
―
１
例
：
野
島
病
院

満
田
朱
里
先
生

西
部
―
３
例
：
山
陰
労
災
病
院

岸
本
幸
廣
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成１８年２月２５日（土） 午後４時～午後６時

場 所 倉吉交流プラザ

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 岡 田 克 夫

４６歳、女性

集検歴：平成１５年 胃体部後壁欠損様を指摘

平成１６年 胃体部大弯弯入を指摘

経 過：平成１５年６月胃集団検診で胃体下部弯入を指摘。前医にて上部消化管内視鏡検査、同部に

胃潰瘍を認めた。生検でgroup I、ヘリコバクターピロリ除菌が行われた。平成１６年６月

胃集団検診で胃体下部弯入を指摘、内視鏡検査再検されるも胃潰瘍として治療される。平

成１７年６月経過観察目的に上部消化管内視鏡検査施行され進行胃癌の診断となり当院紹介。

平成１７年７月胃切除術施行。f Type�c＋� T３ SE ３０×３０� N０H０P０M０CY０ Stage

II Cur B por２ ly１v１ sci INFγ

検 討：生検で偽陰性となる可能性も念頭に、内視鏡診断を再考すべきであったと思われた。また、

平成１６年集検の読影では判定４～５とすべきではなかったかと考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 野 口 直 哉

７３才、女性

検診歴：平成１５年６月 異常なし

平成１６年６月 異常なし

平成１７年６月 胃角部レリーフ異常

経 過：平成１７年６月の検診で異常を指摘され厚生病院受診となった。上部消化管内視鏡をおこな

い、検診で指摘されたのと同部位、胃角部小湾に�c型の病変を認めた。

手術結果：胃亜全摘が施行された。病理診断は�c type（sm）２３×１２� Poorly diff. adenocarci-

noma Stage１ pT１N０M０P０H０であった。

講習会では平成１６年、１７年の検診フィルムを提示させていただき、つづいて病変指摘後

の内視鏡、病院での胃透視を提示させていただいた。

今回の症例では早期胃癌であったが、検診フィルムで病変の存在診断は充分可能であり

病変の大きさ、範囲についても読影可能と考えられた。

〔西部症例〕 米子医療センター 木 村 修

７１歳、男性

集検歴：平成１５年 異常なし

平成１６年１０月 異常なし

経 過：平成１７年２月頃より、心務部痛を来すようになられ、近医を受診、上部消化管内視鏡検査

にて異常を指摘され、４月当科紹介となった。

５月１２日腎全摘術、脾臓合併切除術を施行した。

切除標本：胃竃蔭部犬湾を中心に、９．０×９．０�の巨大な１型腫瘤が認められ、脾臓、横隔膜への浸
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潤、高度なリンパ節転移を認めた。

病理組織診断では、胃悪性リンパ腫（T―cell lymphoma）、diffuse type、n（＋）（NO.１，

３，７，８a，１０，１１）、CD３（＋）、UCHL―１（＋）であり、背景粘膜には慢性活動性胃炎、H.

py１ori陽性であった。また、血液検査にて、HTLV―１〉５１２、可溶性IL―２レセプター：

２，５６０皿／皿１と高値を示した。

検 討：平成１５、１６年の集検フィルムを見直しても、胃富薩部の異常を指摘することはできなかっ

た。腎原発Ｔ細胞牲リンパ腫は胃原発悪性リンパ腫の約６％と稀であり、悪性度が高く、

進展も速いことが考えられ、半年前の集検フィルムで異常を指摘することは不可能であっ

たと考えられた。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成１８年２月５日（日） 午後４時～午後５時５０分

場 所 烏取県中部医師会館

１．症例検討
鳥取大学医学部器官制御外科学講座生殖機能医学分野助教授 紀川純三先生の進行により、症例４

例について症例検討が行われた。

症例１：細胞診による腺異型の判定で腺癌０期を発見し得た事例であった。

症例２：１次検診機関での組織診で高度異形成。精密検査機関では子宮筋腫、子宮頸部異形成の診断

で単純子宮全摘術が施行された。本人希望により円錐切除が省略されたが、２次機関での精

密検査の重要性が示唆される症例であった。

症例３：４年ぶりにがん検診を受けたところ頸部細胞診classVであり、がん検診の受診間隔について

示唆に富む症例であった。

症例４：細胞診での腺異型の判定について再確認するとともに、頸部腺癌の診断の難しさを示す症例

であった。

以上、今回の症例検討会では腺癌及び比較的若年者の頚癌症例が増加していることが明らかとなり、

今後の検討課題となり得ると思われた。
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平成１７年度 子宮がん検診症例検討会提出症例

症例 年齢 検診月日
一次検診
機 関

一次検診結果
精密検査
機 関

精 密 検 査 結 果

治療機関名
組織診断

進行期
分 類

TMN
分類

症例
１

５９歳

Ｈ１２．０９．１９ 鳥取県保健
事業団

class II

Ｈ１３．０９．２０ 鳥取県保健
事業団

class II

Ｈ１４．０９．１８ 鳥取県保健
事業団

class II

Ｈ１５．０９．１６ 鳥取県保健
事業団

class II

Ｈ１６．０９．１５ 鳥取県保健
事業団

class IIIa
腺異形成疑

鳥取大学医
学部附属病
院

Adenocar-
cinoma
in situ

０期 pTisNx（o）M０
鳥取大学医
学部附属病
院

症例
２

３９歳

Ｈ１３．０２．０５ みやもと産
婦人科医院

class II

Ｈ１５．１２．１５ みやもと産
婦人科医院

class II

Ｈ１７．０１．２１ みやもと産
婦人科医院

class IIIa
炎症性変化を伴
う軽度異形成

鳥取市立病
院

Squamous
cell carci-
noma

�b１期 T�b１
鳥取市立病
院

症例
３

４１歳

Ｈ１２．１１．０４ 中曽産科婦
人科医院

class II

Ｈ１６．０８．１６ 中曽産科婦
人科医院

Squamous cell
carcinoma
（non keratiniz-
ing）

鳥取大学医
学部附属病
院

Squamous
cell carci-
noma
（non kera-
tinizing）

�b１期 pT２aN０M０

鳥取大学医
学部附属病
院

症例
４

４３歳

Ｈ１５．０９．０９ 母と子の長
田産婦人科
クリニック

class II

Ｈ１６．０７．１４ 母と子の長
田産婦人科
クリニック

dysplasia
鳥取大学医
学部附属病
院

Endocervi-
cal Adeno-
carcinoma

�b１期 pT１b１N０M０
鳥取大学医
学部附属病
院
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３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成１８年２月１８日（土） 午後４時～午後６時１０分

場 所 鳥取県中部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 万 木 英 一

症 例：６２歳、女性

平成１６年４月肺がん検診の胸部Ｘ線写真で右中肺野の小陰影を指撞され、精査のため当院へ紹介受

診となった。

胸部Ｘ線写真では、右中肺野に直径約８�の淡い円形陰影が認められた。胸部CTでは、右S６の頭

側に胸膜に接する直径８�の一部すリガラス状陰影（GGO）を伴う円形の腫瘍が認められた。

腫瘍マーカーはCEA、SCCともに正常範囲内であった。

質的診断をつけるためCTガイド下肺生検を試みたが、肋骨直下の病変のため生検は施行できな

かった。このため胸腔鏡下肺部分切除術（VATS）を施行した。右S６の頭側に大豆大の腫瘍があり、

その胸膜面にわずかな陥凹が認められた。約２�の辺縁距離をとり肺部分切除術を行った。切除標本

の割面所見は直径約７�の灰白色の境界不鮮明な腫瘍であった。

病理組織学的には、中程度の核異型を示す癌細胞が肥厚した肺胞隔壁に沿って増殖していた。弾性

線維の密集はみられたが、線維芽細胞の増殖はなく野口の分類のType Bと診断された。

術後は、追加切除を行うことなくInformed consenntを得て定期的に検査を行いながら経過観察を

行っている。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介

症 例：８２歳、女性、

主 訴：胸部異常陰影

現病歴：平成１５年、１６年の検診では異常なしとされていたが、平成１７年の検診で胸部Ｘ線写真の異

常陰影を指摘され、当院受診となった。胸部Ｘ線写真を比較読影すると、平成１６年の写真で

はわずかに左中肺野に１�大の淡い陰影を認めた。平成１７年では１．２�大となっていた。胸

部CTでは、左S４に血管の引っ張り込みとspiculationを伴う１．２�の腫瘍を認めた。野口分類

DEFに相当するものと判断して手術となった。

手術はVATSにて左上葉部分切除を行い、テレパソにて細気管支肺胞上皮癌、粘液産生で、

野口分類Ｂという診断であった。左上葉切除術、ND１リンパ節郭清を行った。腫瘍は左S４

に存在し、１．２�大、細気管支肺胞上皮癌、mucus carcinoma、野口分類Ｂとなった。p―T１

N０M０、p０d０e０pm０（p０）、p―Stage IAであった。肺胞構築はほとんど保たれており、一部肺胞

虚脱が認められた。肺胞内と肺胞上皮癌細胞内には著明な粘液が認められた。検診胸部Ｘ線

写真から野口Ａ、Ｂが発見されることは稀であるが、この粘液の貯留のおかげで、胸部Ｘ線

写真で腫瘤陰影として認められた。GGOの症例が多数集まってくると、このような症例も

出てくる頻度が高くなっていると、特別講演していただいた栗山先生よりのコメントがあっ

た。

まとめ：厚生病院手術例において、画像での肺癌の腫瘍径だけで検討すると、腫瘍径２�以下の症

例の５年生存率は７３．３％、２．１～３�の腫瘍径の症例は５４％となり、有意差を認めた（ｐ＜
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０．０５）。今後の肺癌検診でも２�以下の小型肺癌を発見することが、肺癌治療の向上につな

がるものと考えられた。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院胸部外科 谷 口 雄 司

症例１：６９歳 女性

主 訴：胸部異常陰影

現病歴：胸部毎年検診を受けるが、異常は指摘されなかった。平成１７年７月、検診で胸部Ｘ線E１

と判定された。平成１７年８月当院内科で精査するも、確定診断を得ず。画像上は肺癌を強く

疑うため当科紹介となった。

生活歴：喫煙なし

臨床経過：胸部CTで左下葉に辺縁不整の腫瘤を認めた。胸腔鏡下左肺下葉切除術＋リンパ節郭清

を施行した。腫瘍径３２×２５×１１�の中分化腺癌、pT２N０M０、IBと診断された。

症例２：５２歳 女性

主 訴：胸部異常陰影

現病歴：胸部毎年検診を受けるが、異常は指摘されなかった。平成１７年１１月、検診で胸部Ｘ線要精

査と判定され、平成１７年１１月当科紹介となった。

生活歴：喫煙なし

臨床経過：胸部CTで左下葉に辺縁不整の腫瘤を認めた。胸腔鏡下左肺部分切除術による術中迅速

病理診断にて肺腺癌と診断され、胸腔鏡下左肺下葉切除術＋リンパ節郭清を施行した。腫瘍

径１２×９×９�の一部micropapillary patternを含む中分化腺癌。

pT１N２M０、�Ａと診断された。

検 討：症例１は、平成１４年度から陰影はあったが、以前より存在するためＣ判定とされていた。

幸いslow growingであったため、根治手術が可能であったが、積極的Ｅ判定が望まれる症

例であった。

症例２は、retrospectiveにも指摘困難な陰影であった。速やかな精密機関受診と胸部CT

により肺癌を疑い、手術可能であった。小径であったが、著明なリンパ管浸潤と縦隔リンパ

節転移を伴うmicropapillary patternを含む中分化腺癌であり、注意を要する症例であった。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成１７年７月３０日（土） 午後４時～午後６時１０分

場 所 鳥取県中部医師会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 小 寺 正 人

手術半年後に肝転移をきたした検診発見乳癌の１例

６９才、女性、検診発見（左乳房腫瘤を自覚）。

左Ｃ領域に４．２×３．８�弾性硬の腫瘤を触知。皮膚・胸筋固定なし。腋窩、鎖骨下、鎖骨上窩リンパ

節触知せず。MMG：カテゴリー１／５、エコーで３６×３５×２１�、irregular shape, low echoic homo-

geneous SOLを認めた。穿刺吸引細胞診で悪性（papillo―tubular carcinoma）、胸腹部CT、骨シンチ

で遠隔転移なし。根治切除予定となった。

術前診断はT２N０M０ 病期�Ａ、Bt＋Ax（Level III）を行った。

最終診断は、Invasive ductal carcinoma, papillo―tubular carcinoma（comedo carcinoma）、f、EIC

（－）、n０（０／１５）、ER（－）、PgR（－）、HER―２スコア：０。

術後補助療法として５’―DFUR ６００�／dayを行った。半年後肝転移をきたした。

１st lineとしてタキソール６０�／m２（weekly）を行いPD。２nd lineとしてタキソテール６０�／m２＋

ゼローダ１８００�／bodyを行いPD。３rd lineとしてFEC７５ ４クールを行いPR、更に６クール追加しPD。

４th lineとしてナベルビン２０�／m２（２週投与１週休薬）施行中である。

検診発見症例の中に、自覚症状があれば外来発見と同様、進行症例が散見される。マンモグラフィ

併用検診を啓発し、より早期に発見する努力する必要がある。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 原 田 真 吾

乳癌検診にて発見されなかった症例

６３歳、女性。３年前より他県の病院にて乳癌検診（マンモグラフィ）にてフォローアップされてい

たが、平成１６年９月、精査勧められ当院受診となった。受診時、左乳房Ｄ領域にφ２�の硬結を触知

し、乳頭陥凹（＋）、乳頭より血性分泌を認めた。腋窩リンパ節触知しなかった。マンモグラフィに

て、左乳房Ｄ領域にスピキュラを伴う辺縁不整な腫瘤影、ならびに微細石灰化を認め、カテゴリー５

と診断した。左乳癌の診断にて、乳房切除術（Bt＋Ax）施行、病理組織学的検査にてInvasive ductal

carcinoma, scirrhous type（Pagetoid）との診断であった。ホルモンレセプターはER（－），PgR（－），

HER２（３＋）であった。Level �（６／１１）、Level �（２／２）とリンパ節転移を認めた。術後補助

療法としてCEFを３クール施行後、経過観察中にCEAの上昇を認めた。精査にて肝臓に転移巣を認

めたため、Weekly TaxolおよびHerceptinの投与を行ったところ、肝転移巣の縮小、およびCEAの低

下を認めた。現在外来にて治療を継続中である。乳癌検診を受診していたにもかかわらず、発見時す

でに進行していた症例を提示した。

〔西部症例〕 提出者：米子医療センター 鈴 木 喜 雅

乳がん検診（視触診）にて発見された非浸潤性乳管癌の一例

６９歳、女性。

平成１５年１１月乳がん検診を受診し左乳房腫瘤を指摘され、１１月１９日当科受診。超音波検査、マンモ

グラフィー検査にて左Ｃ領域に１０�の腫瘤を認めた。穿刺吸引細胞診にて陽性と診断された。治療は
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左乳腺部分切除＋レベル�リンパ節郭清を施行した。病理診断は非浸潤性乳管癌、T１N０M０、stageI、

ER＋、PgR＋であった。術後に温存乳房に対し放射線治療を行い、アリミデックス内服治療を継続

している。

〔西部症例〕 提出者：博愛病院 村 田 陽 子

マンモグラフィ検診で発見された非触知乳がんの１例

症 例：６０才、女性。

現病歴：はじめてMMG検診を受けた所、右乳房の局所的非対称性陰影（FAD）―カテゴリー３と

診断され、精査を受けた。超音波検査で病変を指摘できず、３ケ月後、精査目的で紹介さ

れた。乳房には硬結・腫瘤を触れず。

MMG所見：右Ｃ領域にやや高濃度の不整な陰影あり。カテゴリー４．

US所見：同部に型８�の不整なlow echoic lesionあり。前方境界線を破る所見あり、カテゴリー４．

USガイド下穿刺吸引細胞診：乳頭腺管癌。

MRでも同部に孤立性の早期濃染像を認めた。CTボリュームレンダリング法を併用して

マーキングし、乳房温存治療を行った。

病理組織検査：１×０．８�の乳頭腺管癌。ER／PgR陽性。リンパ節転移なし。

本症例は、小型ながらも浸潤癌であり、非触知の段階で発見できたことは、MMG検診

の意義が大きかったと言える。

また、精密検査の重要性も一段と高まっており、適切な検査法の習熟が望まれる。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成１７年８月２７日（土） 午後４時～午後５時４０分

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 岡 本 健 志

症 例：７５歳、男性

現病歴：平成９年から平成１５年まで毎年大腸がん検診（２日法）を受けていたが、便潜血はすべて

陰性であった。平成１６年２月の大腸がん検診（１日２個法）で便潜血陽性を指摘され当院

で大腸内視鏡検査が施行され、回盲部に進行癌が認められた。注腸造影では同部位に３０�

大の腫瘤とその中央部にバリウムのたまりが描出された。当院で手術が施行された。

手術所見：右半結腸切除術が施行された。２型、３０×２６�

病理組織所見：高分化型腺癌、SS、P（０）、H（０）、M（－）、N（－）、stage II、CurA

検 討：これまで大腸がん検診に２日法が多く実施されてきたが、平成１５年度より鳥取県では１日

２個法が導入された。患者は導入された年に便潜血陽性を指摘され、精査の結果大腸癌を

診断された。１日２個法については�採便の煩わしさが軽減される、�便秘の人にとって

は楽になる、�冷蔵庫などの保存の必要がなくなる、�検診受診者の増加が予想されるな

どの利点が考えられ、今後の便潜血検査による大腸がん検診の精度向上を図る簡便で有用

な方法となる可能性が示唆された。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 玉 井 伸 幸

症 例：３４歳、女性

１年前より血便を認めていた。

平成１６年３月２９日、検診にて便潜血陽性指摘。４月１９日、当院内科受診。５月１０日、精査目的に入

院。５月２４日、直腸Rs（肛門縁より１８�）２型腫瘍認め、低位前方切除術を施行。病理組織はMod-

erately diff. adeno ca.、se、ow（－）、aw（－）、infα、ly（３＋）、v（＋）。

Stage �Ｂであった。現在リンパ節転移をきたし、化学療法を施行中である。

〔西部症例〕 提出者：米子医療センター 木 村 修

症 例：５１歳、女性

現病歴：平成１７年５月、肛門出血を来たし近医を受診、精査の結果、直腸癌を疑われ、手術目的に

て当科紹介、入院となった。

検査所見：注腸造影、大腸内視鏡検査において、直腸歯状線の約１�口側から始まる広範な表面結

節状、平坦隆起型の病変が下部直腸（Rb）に認められ、その口側端では一部に陥凹性の

病変も認められた。生検組織診断では、陥凹性病変部は中分化型腺癌、平坦隆起型病変は

管状繊毛状腺腫であった。

手術所見：歯状線より内輪筋、外縦筋を切離、超低位前方切除術（内括約筋亜全摘術）を施行し、

横行結腸人工肛門を造設した。

病巣の大きさは８０×８０�で、２型十�ａ型の病変であり、病理組織所見では、２型部で

中分化型腺癌、深遠度mp、１y２、vＯ、n０、stageI、�ａ部の多くは管状絨毛状腺腫であっ
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た。

検 討：本症例は、検診未受診例であり、下部直腸に広範な平坦隆起型病変（LST）が認められ、

その口側部に２型病変を伴った症例でありました。近年、このような症例を対象に超低位

前方切除術が盛んに施行されつつあります。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成１８年２月４日（土） 午後４時～午後６時

場 所 鳥取県中部医師会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 松 木 勉

症 例：７８歳、女性

主 訴：肝腫瘍

既往歴：高血圧症，慢性Ｃ型肝炎

現病歴：平成８年より近医で高血圧、慢性Ｃ型肝炎で経過を見られていたが、症状はなく、検査値

にも異常はなかった。平成１６年４月肝癌検診を受けAFP高値を指摘、超音波検査で肝S５

に腫瘤を認められ精査のために紹介となった。

前医での検査成績：GOT２２IU／L、GPT１６IU／L、TP６．９g／dl、T.Bil ０．５�／dl、Plt ２２．５万／μ

l、AFP８５９．６ng／ml

入 院 時検査成績：GOT３１IU／L、GPT３０IU／L、TP７．５g／dl、Alb ４．６g／dl、T.Bil ０．６�／dl

AFP １８３３．２ng／ml、PIVKA.EC ５２６１mAU／ML、ICG１５１３％

画像診断のまとめ：超音波検査：S５に径２．５�のハローをもつ等エコー腫瘤

ダイナミックCT：動脈相低吸収、内脈相辺縁濃染、平衡相低吸収、いづれの

相でも一部は濃染なし

CTAP：欠損

CTA：強く濃染

DSA：A５、６末梢に腫瘍濃染

以上より、Ｃ型肝炎に合併した高分化肝癌を含む肝細胞癌と診断、臨床病期�

治 療：平成１６年５月１９日、肝動脈A５、５／８の血管塞栓術を施行。

経 過：血管塞栓術後腫瘍部に強いリピオドールの集積を認め、症状もなく退院。

検査値：平成１６／５／１３ TAE ６／２９ １２／７ １７／６／７ １８／１／１７

AFP １８３３．２ ３９．２ ７．４ ６．１ ８．４

PIVKA.EC ５２６１ ２０ １５ １３ ２５

考 案：Ｃ型肝炎の経過中に肝がん検診でAFP高値と超音波検査で肝S５に腫瘤を指摘された。

肝予備能に問題はなかったが高齢でもあり、血管塞栓術を行った。高分化な部分も考え

られ塞栓効果に心配も残ったが、腫瘍マーカーは正常範囲に低下し、１年半立っても良好

に経過している。血管塞栓術が有効であったと考えられる。

〔中部症例〕 提出者：野島病院 満 田 朱 里

症 例：５５歳、男性

主 訴：右下腹部痛～背部痛

既往歴：２１歳，胃潰瘍にて胃２／３切除

家族歴：特記すべきことなし

生活歴：ビール３５０ml／日、喫煙１０本／日

現病歴：２１歳の手術時の輸血にて輸血後肝炎発症し、一年間治療を受けた。平成１４年１１月１７日夜よ
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り右下腹部痛～背部痛出現し、１１月２０日近医受診。尿管結石疑われ鎮痛剤処方される。１１

月２１日当院泌尿器科にて結石否定され当科紹介入院となる。

入院時現症：右腹部やや膨隆、硬。右下腹部に圧痛あり。正中に手術創あり。

入院時検査所見：T.Bil ０．６�／dl、AST１９IU／l、ALT３０IU／l、ALP３１６IU／l、γ―GTP６０IU／l、

TP８．０g／dl、Alb ４．３g／dl、ChE９３IU／l、Plt １７．３万／μl、PT ７５％、ICG ４．４％、AFP

２．３ng／ml、PIVKA II ６５４３９mAU／ml、HCVAb（＋）

画像検査：腹部超音波検査；肝右葉～S４にかけてモザイク状の径１５�の巨大なtumorあり

Dynamic CT；肝右葉～S４にかけて早期相でhigh，晩期相でlowとなる巨大なtumorあり

DSA；同部にtumor stainあり。

CTA；同部にtumor stainあり。CTAP；同部にdefectあり

診 断：Ｃ型慢性肝炎に合併した肝細胞癌、Stage II（T２，N０，M０）、肝障害度Ａ

治療経過：腫瘍が巨大であり非癌部の肝左葉の体積が小さいことから、手術不適応と判断した。平

成１４年１２月５日に右肝動脈後区域枝より、１２月１３日に前区域枝より２回にわけ経カテーテ

ル的肝動脈塞栓術（TAE）を行った。その４ケ月後にはリピオドールのwash outおよび

左葉に肝内転移あり、平成１５年４月７日にTAEおよび経皮的エタノール注入法（PEIT）

を行った。その後も主病巣および両葉の肝内転移に対し、７月１７日、１０月１７日とTAEお

よびPEITを繰り返した。その後さらに腫瘍の増大速度増したため、平成１５年１２月２４日肝

動注リザーバーを留置した。５―FU動注（５００�／day、５投２休×２週間その後２週間休

薬）＋IFNα（６００万単位／回，週３回筋注）併用療法を２クール行った。全身倦怠感強く、

IFN単独に変更し２週間、その後IFNは中止し、５―FU動注（１，２５０�／回、週１回）を続

けた。経過中、左葉に出現した腫瘍が急激に増大し右葉の主病巣より巨大化し、左門脈腫

瘍塞栓も認めた。５―FU動注を行いながらリザーバーよりリピオドールTAEを計４回繰り

返したが、治療追いつかず、平成１７年２月２５日を最終とした。発症から２年７ケ月で永眠

された。

考 察：本症例では肝機能正常であり、非癌部は肝硬変に至っていなかった。Ｃ型慢性肝疾患では

肝機能が正常であっても腹部超音波検査やCT検査など画像での定期フォローが重要であ

る。また本症例では経過中，AFPは腫瘍マーカーとして有用でなかった。肝癌検診にお

いてPIVKA IIの測定はいかがなものだろうか。この症例ではHCV RNA量が０．５未満と低

ウイルス量であり（HCV RNA定性陽性）、検診にて早期にHCV陽性が判明していれば、

IFN治療によりＣ型肝炎が治癒し肝癌発生が予防できた症例であったかもしれない。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 岸 本 幸 廣

腹部エコーでhump signを呈し、肝腫瘤が疑われた３症例

はじめに：�hump�とは「こぶ」の意味で，肝表面に限局性の目立った隆起や突出がある場合に
hump sign陽性と判断し、腹部USでは腫瘍（特に肝細胞癌）の存在を示唆するサインである。今回、

腹部USでhump signを呈したため、肝腫瘍が疑われた３症例を呈示した。

症例１：６０歳代、男性。

主 訴：肝腫瘤の精査目的。

既往歴：Ｃ型慢性肝炎で平成６年５月より通院中。平成１４年に肝S１の肝細胞癌で手術を受けた。

平成１６年３月に肝S３の肝細胞癌でTAE＋PEITを受けた。

現病歴：平成１７年４月の腹部US、CT検査で肝S３とS７に肝細胞癌の再発を疑われ、精査目的で入院
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した。現症では、腹部の心窩部から臍部までと右季肋部に手術瘢痕がある。

検査成績：AFPは６１０ng／ml、AFP―L３は１８．３％。腹部US上，肝S３にhump signを伴った２５�大の

やや低エコー腫瘤認め、カラードプラーで血流はなかった。腹部血管造影及びCT―A、

CT―APで肝S３に１５�大の肝細胞癌を認めた。しかし、腹部USで指摘した腫瘤は同部とは

異なり、S３の肝表面が手術瘢痕の癒着によると考えられる突出した部位として描出され

たが、腫瘤所見、悪性所見は認めなかった。

症例２：５０歳代、男性。

主 訴：肝腫瘤の精査。既往歴として１０年前に胃癌で手術を受けている。その時に、Ｃ型慢性肝炎

を指摘され、IFN治療によってSVRとなった。

現病歴：平成１７年１２月１３日に受けた人間ドックの腹部USで肝左葉にhump signを伴う腫瘤を指摘

された。自覚症状はなし。現症では、腹部正中に心窩部から臍部までの手術瘢痕を認めた

検査成績では、HCV―RNA定性は陰性、AFP、PIVKA―IIは正常値、肝機能にも異常所見

は認められなかった。腹部US上、肝左葉のS２にhump signを伴う２０�大のやや低エコー

腫瘤を認めた。しかし、Dynamic CTでは同部に腫瘤はなく、手術瘢痕の癒着によると考

えられる肝表面の突出所見が認められた。

症例３：６０歳代、男性。

主 訴：肝腫瘤精査。

既往歴：３９歳時に僧帽弁交連切開術、輸血あり。５４歳時に十二指腸潰瘍穿孔で手術し、この時Ｃ型

慢性肝炎を指摘された。５７歳時に僧帽弁の人工弁置換術を受け、以後ワーファリンを服用中。

現病歴：人工弁置換術後近医でfollow―upされていたが、平成１２年８月に腹部USで肝左葉に腫瘤を

指摘されて紹介となった。現症では、前胸部正中から心窩部を経て臍部まで手術瘢痕あり。

血液生化学検査では、HCV―RNAは陽性で、GOT１１４、GPT１３５、AFP１０であった。腹

部USでは肝S４の門脈臍部の腹側にhump signを伴う２５�大の低エコー腫瘤を認めた。し

かし、腹部CTでは同部に腫瘤は認められず、手術瘢痕の癒着によると考えられる肝表面

の突出所見のみが認められた。その後も定期的にfollow―upされていたが、それまで正常

値であったAFP値が平成１７年３月２３日に５７３ng／mlと急に上昇した。その時の腹部USで、

以前に指摘したhump signを伴う部位に近接した肝左葉最外側区に２０�大のhump signを

伴う低エコー腫瘤を認め、同部のカラードプラーでは豊富な血流及び拍動波をみた。その

低エコー部位は腹部血管造影およびCT―A、CT―APで肝細胞癌と診断された。

考察及びまとめ：�腹部正中の心窩部から臍部までの手術瘢痕を有する３人の患者で，腹部US上

hump signを呈した，肝腫瘍疑いの症例を報告した。�手術瘢痕によると考えられる肝臓

表面と腹壁との癒着部位が，腹部US上hump sign様所見を呈するため，肝悪性腫瘍と診

断される可能性があり，注意を要する。

共同研究者：西向栄治、向山智之、神戸貴雅、謝花典子、古城治彦、川崎寛中
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７．各地区がん検診症例検討会開催状況

事業名

東 部 中 部 西 部 合 計

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

胃 が ん １６ ３６ ６２３ ４ １２ １０４ ２７ ３，７３１ ６２８ ４７ ３，７７９ １，３５５

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ４ １７ ８１ １２ ６１ １０７ ４ １４ ５９ ２０ ９２ ２４７

乳 が ん ２ １２ ７７ １ ４ １９ １ ５ ３３ ４ ２１ １２９

大腸がん １０ １３ ３９０ ５ １３ １２５ ２５ １９５ ６２６ ４０ ２２１ １，１４１

肝臓がん ３ ５ １１５ ４ ５ １０２ ４ ８ ６２ １１ １８ ２７９

合 計 ３５回 ２６回 ６１回 １２２回
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�．各がん検診精密検査医療機関登録について

平成１０年度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会

各がん対策専門委員会において、がん検診の有効性向上のため、精度管理上、各がん検診精密検査医

療機関登録の登録基準について、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登

録実施要綱等が次のとおり改正され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。

なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありまし

たら、鳥取県健康対策協議会事務局（�０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。

記

１．改正の要点

� 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも

のについてのみ登録する。

� 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は

３点とする。

� 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。

� 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。

� 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等

受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１ Ｈ２０年度中 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１ Ｈ２０年度中 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

大腸がん検診精密検査

（注腸Ｘ線）
Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１ Ｈ１８年度中 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１

肺がん一次検診 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中

乳がん一次検診 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１ Ｈ２０年度中 Ｈ１８．４．１～Ｈ２１．３．３１
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鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。

２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できること。

３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間５０例以上あること。

４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録

についても同様であること。

６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。

７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。

８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ６回／年
西部 ２回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ２２回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例

検討会
西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

８９



鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。

２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。

４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検診症例

検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回しか受講でき

なかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たしたこととする。

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。

２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。

３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録

についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に１回以上受講していること。

８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び

子宮がん検診症例検討会
全県 １回／年
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鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波検査装

置を有すること。

２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量（３mGy

以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。

なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査を実施

するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。

３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。

なお、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し

ていることが望ましい。

４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。

５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市町村に

送付すること。

６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録

についても同様であること。

７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、乳が

ん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めることとし、でき

れば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。

また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、「乳

がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県乳腺疾患研

究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付すること。

８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］

１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届け出る

こととし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。

２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像の提出

を求めることができる。

３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。

４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結果を委

員会での審議の資料とする。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び

鳥取県検診発見乳がん症例検討会
全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

９１



鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できるか又はＳ状結腸内視鏡検査及び注腸エックス線検査が実施できること。

２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できること。

３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。

４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読すること。

６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登

録についても同様であること。

９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。ただし、

大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望まし

い。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例

検討会
西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点
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鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録基準

１ 次の基準にあうエックス線撮影装置で注腸エックス線検査が実施できること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望ましい。

２ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読すること。

３ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登

録についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。ただし、

大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

８ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望まし

い。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例

検討会
西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点
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鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。

３ 精密検査として、少なくとも血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検査及び

HCV―RNA検査（アンプリコア定性法）が実施できること。

４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。

（１） 走査方式は、電子コンベックス方式が可能であること。

（２） プローブは、１２８素子以上の高密度多素子プローブであること。

（３） ２系統以上の距離計測機能を有していること。

（４） ポラロイド撮影装置、プリンター、マルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像記録装

置を有していること。

（５） 観察用モニターは、９インチ以上であること。

＊上記基準に合致しなくても本委員会が承認した装置であればよい。（承認装置は別紙を参照）

５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。

６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。ただ

し、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会

及び症例検討会
全県 １回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県 １回／年 ２点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部 ６回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部 ４回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部 ２回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点

（注） 上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその

都度協議することとする。
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鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録基準

１ 登録資格は医師とし、専攻科は問わない。

２ 乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１２点以上取得していること。ただし、乳がん検診

従事者講習会及び鳥取県検診発見がん症例検討会には、必ず１回は出席していること。

３ 新規登録の場合は、次のいずれかを受講すること。

（１） 原則として健対協の主催する一次検診医講習会を受講すること。

なお、この講習会は、乳がん及び乳がん検診についての一般的知識、特に視診及び触診に重点をお

いた診断法、触診の実技の習得を目的とし、乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例

検討会に引き続いて年１回開催するものである。

（２）（１）の講習会を受ける事ができなかった場合は、部会等の長が指名した部会及び委員会の医師系委

員から（１）に準じた指導を受けること。この場合、指導した医師が、一次検診医として十分能力が得

られたと認定した時点をもって終了する。

４ 上記２、３にかかわらず、次に該当する場合は、登録できものとする。

（１） 日本乳癌学会認定の専門医、認定医

（２） 日本乳癌学会又は日本乳癌検診学会の役員

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び

鳥取県検診発見乳がん症例検討会
全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

９５



あ と が き

検診事業の運営上、重要な一面を占める精度管理については、成人病検診管理指導協議会の各部会

と鳥取県健康対策協議会の各検診対策専門委員会との合同会議で検討を重ね一層の向上に努めており

ます。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第１２報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。

最後に、発刊に際し、県医師会長岡本公男先生に御指導を戴きました。また、県医師会事務局の岩

垣陽子さん、田中貴裕さんには何時もの様に強力なお手伝いを戴きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 宮 � 博 実

９６
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